
　別紙１

1 管理に係る業務の実施状況に関する事項

(1) 指定管理業務の基本的な運営方針に基づく指定管理業務の実施状況

　　ア　　運営方針

(ｱ) 　調査研究事業等として、道内所在の重要遺跡確認調査、埋蔵文化財の保護、保存、活用を

図り、効果的・効率的な調査方法及び最新技術に関する研究、出土文化財の保存処理、分析、

同定、鑑定を行った。

　また、出土文化財の収蔵・保管については、北海道出土文化財取扱要綱等により整理･保管

し、いつでも活用できるよう管理した。

(ｲ) 　普及啓発事業として、埋蔵文化財の基礎的知識を養い、保護の必要性を示す展示公開を行う

とともに、各種資料・情報を道民に提供することなどにより、埋蔵文化財に触れ親しむ機会を

拡大し、埋蔵文化財保護思想の普及啓発と意識の高揚を図った。

　また、各分野の専門家を招いての講演会開催、児童・生徒や一般住民を対象とした、埋蔵文

化財の基礎的な学習や、調査現場での体験発掘・石器作り等を行い、埋蔵文化財に対する関心

と理解を深め、保護思想の高揚を図った。

　　イ　　維持管理方針

(ｱ) 　施設の衛生的環境の確保や空気調和･給排水衛生設備の点検、消防用設備等に係る点検業務、

自家用工作物の保安管理などの維持管理は、関係法令等に基づき実施し、施設利用者の安全と

快適な環境の確保に努めた。

(ｲ) 　利用者が常に快適に利用できるよう、適切な施設の管理を行い、施設の利用状況を常に把握

し、効率的な施設保守点検、警備等を実施し、善良なる管理者の注意をもって事故、災害、犯

罪等を未然に防止するように努めた。

(2) 組織体制、人員配置計画、研修計画等

　　ア　　組織体制、人員配置計画

　北海道立埋蔵文化財センターの管理運営に直接携わる職員は、別紙「組織体制等」の組織図

のとおりであり、事務分掌により職員を配置した。

　実務は、役員１人、総務部５人及び調査部７人の合計１３人がそれぞれの業務に関わって実

施した。

　「北海道立埋蔵文化財センター」の業務実施上の機構としては、理事長を所長とし、専務理

事（事務局長）及び常務理事（第１調査部長兼務）を副所長として管理運営の総括的な責任体

制を整え、総務部は主として要求水準書で示された維持管理業務及び運営業務を、調査部は主

として調査研究事業、収蔵保管事業及び普及・啓発事業を担当し、担当課に適任者を配置した。
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イ　研修実績

　　　公益財団法人北海道埋蔵文化財センターは、定款に定められた事業をより充実し実施する上

　　からも、また、道内のセンター的な役割を果たしていくためにも、職員がより専門性や必要な

　　技術を習得していくことが求められていることから、職員の研修には可能な限りの措置を行っ

　　た。一部はオンライン開催となった。

内容 実績 実施日時 場所 備考

文化財に係る  独立行政法人  建築遺構調査課程  R7.6.16～  独立行政法人

専門機関等の  国立文化財機構  1名  R7.6.20  国立文化財機構

研修等  奈良文化財研究所  奈良文化財研究所

 令和７年度文化財担当者

 専門研修

 令和７年度文化財担当者  遺跡地図・GIS課程  R7.7.14～  独立行政法人

 専門研修  1名  R7.7.18  国立文化財機構

「遺跡地図・GIS課程」  奈良文化財研究所

 令和７年度文化財担当者  文化財三次元計測課程  R7.9.29～  独立行政法人

 専門研修  1名  R7.10.3  国立文化財機構

「文化財三次元計測課程」  奈良文化財研究所

公益法人  全国公益法人協会  公益法人定例講習会  R7.7.16  札幌市

講座等  主催等  (公益法人制度改革

 実務ガイド)

 1名

 公益法人講習会  R7.8.27  愛知県名古屋市

 (はじめての会計)

 1名

 公益法人研修会  R7.10.7  東京都

 (公益法人制度改正へ

 の具体的対応)

 1名

 公益法人講習会  R7.10.28  札幌市

 (社団・法人のための

 年末調整)

 1名

その他  新札幌年金事務所  令和７年度社会保険  R7.6.10  札幌市

セミナー等  主催  制度説明会

 1名

 一般財団法人  社会保険事務講習会  R7.9.16  札幌市

 北海道社会保険協会主催  1名

 一般財団法人  労働保険事務講習会  R7.10.29  札幌市

 北海道社会保険協会主催  1名
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別紙

組織体制等

　　①総括責任者

役職名 備考

所　　長 　長　沼 孝 理　事　長

　　②組織図 （令和７年４月１日現在）

総務課

　課長　　小杉　　充

総務部長 　嘱託　　多地真奈美

松田 俊也 　参与　　葛西  宏昭

1 3

会計課

理事長 専務理事 常務理事 　課長　　中村　貴志

（兼務） （兼務） 1

1 （1） （1） 普及活用課

　課長　　倉橋　直孝

　主査　　坂本　尚史

　主任　　村田　  大

第1調査部長 　主任　　土肥　研晶

鈴木　信 4

1 第１調査部第１調査課

　課長　　中山　昭大

　主査　　立田　  理

2

団体の役職名氏　　　　　名
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③　事務分掌

課名等 内　　　容

１　予算に関すること

２　指定管理者に係る協定に関すること

総務課 ３　業務委託契約に関すること

４　施設の維持管理・取締りに関すること

５　職員の服務、研修に関すること

６　臨時職員の雇用、服務に関すること

７　全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会に関すること

１　職員給与及び役員報酬の支給に関すること

２　臨時職員の賃金の支給に関すること

会計課 ３　各種保険に関すること

４　決算及び会計事務に関すること

５　会計帳簿の記録管理及び証拠書類の編集、保管に関すること

６　資金の管理に関すること

７　旅費に関すること

１　全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会に関すること

２　団体入館者、問い合わせの対応に関すること

普及活用課 ３　調査研究事業に関すること

４　収蔵保管事業に関すること

５　普及啓発事業に関すること

第１調査部 １　出土文化財の保存科学に関すること

第１調査課 ２　自然科学的調査と分析に関すること

３　普及活用に係る写真に関すること
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④　緊急時連絡体制

１　火災発生連絡系統図

平日 防 火 管 理 者 消 防 署

昼間 通 報 連 絡 班

総 務 部 長 道 教 委 文 化 財 博 物 館 課

道 教 委 文 化 財 博 物 館 課 理 事 長

夜間 ↑
・ 警 備 委 託 会 社 総 務 部 長 事 務 局 長

休日 ↓ ↓
消 防 署 職 員 連 絡 網 第 １ 調 査 部 長

土曜 道 教 委 文 化 財 博 物 館 課 理 事 長

・ ↑
日曜 当 日 勤 務 職 員 総 務 部 長 事 務 局 長

・ ↓ ↓
祝日 消 防 署 職 員 連 絡 網 第 １ 調 査 部 長

開館日

２　警察への連絡系統図

平日 総 務 部 長 江 別 警 察 署

昼間 職 員

総 務 課 長 道 教 委 文 化 財 博 物 館 課

理 事 長

夜間

・ 警 備 委 託 会 社 総 務 部 長 事 務 局 長

休日 ↓ ↓
江 別 警 察 署 道 教 委 文 化 財 博 物 館 課 第 １ 調 査 部 長

土曜 理 事 長
・
日曜 当 日 勤 務 職 員 総 務 部 長 事 務 局 長

・ ↓ ↓
祝日 江 別 警 察 署 道 教 委 文 化 財 博 物 館 課 第 １ 調 査 部 長

開館日

３　病院への連絡系統図

平日 総 務 部 長 指示

昼間 職 員 病 院

総 務 課 長

土曜 救 急 指 定 病 院 理 事 長
・
日曜 当 日 勤 務 職 員 総 務 部 長 事 務 局 長
・
祝日 第 １ 調 査 部 長

開館日

（発見者）

１　第１発見者は、下記の第１連絡者と連絡がとれない場合は、第２連絡者又は第３連絡者に連絡（電話）する。

① 総務部長 第１連絡者

② 第１調査部長 第２連絡者

③ 第２調査部長 第３連絡者

２　第１連絡者～第３連絡者は、連絡を受けた場合、理事長、事務局長、総務部長に連絡する。

３　総務部長は関係機関、文化財・博物館課等へ連絡する。

４　各部長から各課長へ連絡する。

５　各課長は、課員に連絡する。
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(3) 事業等の実施項目、年間スケジュール等に対する実績

ア　事業及び業務の実施項目事業及び業務の実施項目

(ｱ) 企画展示

①・事 業 名 : 「(公財)北海道埋蔵文化財センター令和６年度調査成果展」

・開催期間 : 令和７年３月２２日（土）～令和７年５月２５日（日）

・展示内容 : (公財)北海道埋蔵文化財センターが令和６年度に実施した発掘調査および

整理作業の成果を、各発掘現場の調査員が出土した遺物を中心に、写真や

解説パネルなどを用いて報告した。

②・事 業 名 : 「北海道・北東北の縄文遺跡群４展」

・開催期間 : 令和７年７月１２日（土）～令和７年９月２８日（日）

・展示内容 : 「北海道・北東北の縄文遺跡群」の普及啓発を行うため、構成資産の遺跡

　　　　　　　　　の特徴、地域、時期における特色について写真や展示物また、解説パネル

などを用いて紹介した。また実際の貝塚から出土した遺物を実際に触れられ

る体験展示も併せて行った。

③・事 業 名 : 「北海道遺跡百選１７展　－札苅遺跡と澤谷コレクション－」

・開催期間 : 令和７年１２月６日（土）～令和８年２月２２日（日）

・展示内容 : 北海道の代表的な遺跡を紹介する「遺跡百選」をテーマに札苅遺跡の出土

　　　　　　　　　品を中心に展示し、また澤谷氏が収集されてきた貴重な資料の中から錨石を

お借りし展示した。このほか、北海道埋蔵文化財センターの札苅遺跡発掘

調査で出土した土器・石製品（石刀）・土偶などの展示のほか、近年の大

規模な発掘調査により出土した同様の遺物の実測図や出土状況などの記録も

併せて展示し、類似遺物との比較などをしながら考察を深めるような紹介を

行った。

(ｲ) 講演会等（道民カレッジ連携）

①・事 業 名 : (公財)北海道埋蔵文化財センター令和６年度調査報告会」

・開催日時 : 令和７年４月１９日（土）　１３：３０～１５：３０

・内　　容 : (公財)北海道埋蔵文化財センターが令和６年度に発掘調査を行った各遺跡

神森３遺跡・モンガクＣ遺跡・途別７遺跡・美々４遺跡・アンカリトー１５

外遺跡・祝梅川山田遺跡・松前町城下町遺跡の概要や発掘調査から発掘され

た遺物、また、その遺物の整理作業での成果等を各遺跡の発掘調査担当職員

が、写真やスライド、解説パネルなどを用いて成果報告を行った

・参加人数 : ６２名
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②・事 業 名 : 春季講演会「北海道と東北の交流を読む１」

「古代の文献史料から北海道と東北の交流を読む」

・開催日時 : 令和７年５月２４日（土）　１３：３０～１５：３０

・講　　師 : 北海道大学アイヌ・先住民研究センター准教授　　簑島　栄紀　氏

・内　　容 : 長年、文献史学の立場から北海道における古代について研究を続けてきた

講師から北海道における地域の特色について、近年の研究成果を踏まえて

解説していただいた。とくに産物とルートの問題について、古代の文献史料

などをもとに北方交流史をめぐるルートの問題を、古墳文化の北上･各世紀

の交流や背景を通し北海道と東北の交流についても解説いただいた。

また、各産物を通して古代の北方交流について触れ、特に寒流系昆布につい

て詳しくお話いただいた。

・参加人数 : ６９名

③・事 業 名 : 秋季講演会「北海道と東北の交流を読む３」

「古墳時代における北海道と東北の交流－岩手県中半入遺跡の調査から－」

・開催日時 : 令和７年１１月２９日（土）　１３：３０～１５：３０

・講　　師 : 岩手県立博物館参事兼企画課長兼資料課長　　高木　晃　氏

・内　　容 : 岩手県中半入遺跡は、古墳時代における北東北の交流を表す資料がみつかっ

ている重要な遺跡である。この遺跡を調査し、地域文化の研究を続けている

講師に中半入遺跡の調査の概要等を基に、調査の工法及びその成果である

遺構や遺物から出土遺物の在り方にみる地域色をお話しただいた。

また、東北地方の古墳分布についても触れ、中半入遺跡、角塚古墳を軸に

北東北の４～５世紀の時代背景とその地域背景を考察し周辺地域との関係

についても解説いただいた。

・参加人数 : ５９名

(ｳ) 考古学講座（道民カレッジ連携）

①・事 業 名 : 「キーワードで読み解く北海道北東北の縄文遺跡群４」

「北海道・北東北の環状列石」

・開催日時 : 令和７年７月２６日（土）　１３：３０～１５：３０

・講　　師 : 北秋田市観光文化スポーツ部文化スポーツ課世界遺産係係長

榎本　剛治　氏

・内　　容 : 「北海道・北東北の縄文遺跡群」の特色を貝塚・集落・墓の観点から１年

に１回の講座を行っており４回目となる今回は、世界文化遺産「北海道・

北東北縄文遺跡群」構成資産について、北秋田伊勢堂岱遺跡担当者から、

環状列石出現の背景から環状列石のつくり方を踏まえながら、環状列石を

構成する石場の選定、石の種類を解説していただいた。

・参加人数 : ８１名
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②・事 業 名 : 「北海道と東北の交流を読む２　墓制からみた古代の東北・北海道」

・開催日時 : 令和７年９月２７日（土）　１３：３０～１５：３０

・講　　師 : 青森県埋蔵文化財センター総括主幹　木村　高　氏

・内　　容 : 東北･北海道の交流について、墓制から研究を続けてきた講師から、近年の

研究成果についてお話いただいた。縄文時代から古墳時代の北海道文化の

南下について、主に弥生時代から古墳時代の交流の実態と社会の変化につ

いて、最も交流していた青森県域を中心に、弥生時代の墓・副葬品・土器

などの出土状況などから解説していただいた。

・参加人数 : ５７名

③・事 業 名 : 「縄文人に挑戦　－貝塚を探る－」

・開催日時 : 令和７年１０月２５日（土）　１３：３０～１５：３０

・講　　師 : (公財)北海道埋蔵文化財センター　土肥　研晶

・内　　容 : 大人向けの縄文時代の技法による体験講座。

「貝塚を探る」と題し、貝の図解および魚類の骨格図を基に、それぞれの

特徴や見分け方などを各自確認しながら、実際の貝塚より見つかった貝類

等や動物遺体の分類を実際に選別する体験を解説付きで実施した。

・参加人数 : １９名

④・事 業 名 : 「北海道と東北の交流を読む４」「古代における北海道と東北の交流」

・開催日時 : 令和８年１月２４日（土）　１３：３０～１５：３０

・講　　師 : 滝沢市埋蔵文化財センター総括主任　井上　雅孝　氏

・内　　容 : 東北地方で発見される北海道系文物について研究を続けている講師から、

出土資料からみた北海道と東北地方の交流について解説していただいた。

土器の出土状況や、北海道との交流によってどのような文化変容がおこっ

たのかをテーマに、４世紀から１２世紀まで土器の出土や変容状況をお話

いただいた。

・参加人数 : ６０名

⑤・事 業 名 : 「比べてわかる道内の竪穴群４」

「東北地方の集落遺跡と北海道の竪穴住居跡群」

・開催日時 : 令和８年３月７日（土）　１３：３０～１５：３０

・講　　師 : 前是川縄文館発掘専門員　宇部　則保　氏

・内　　容 : ４回目は、北海道教育委員会が価値の発信に取り組む道内の竪穴住居跡群の

特色を他の地域、視点から比較することで解説していく。東北地方の集落遺

跡と擦文文化・オホーツク文化の集落遺跡について、東北地方の集落遺跡に

ついて長年研究してきた講師からお話いただいた。

・参加人数 : ６３名
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(ｴ) こども考古学教室

①・事 業 名 : まいぶん遺跡探検隊（第１次） 「縄文土器の秘密を探れ！」

・開催日時 : 令和７年８月２日（土）　１３：３０～１５：３０

・講　　師 : (公財)北海道埋蔵文化財センター普及活用課　 村田　大

・内　　容 : 縄文時代の文様について、縄文原体の作成および施文の体験を実施した。

はじめに縄文原体の発見などの解説とサンプルの縄文原体を使い、原体その

ものの理解を深め、次にいろいろな文様や施文具の紹介をし、縄文原体の

作製と施文の体験を行った。また、バックヤードツアーと称し施文体験を

もとに展示収蔵庫および展示室で文様を中心に土器を実見した。

・参加人数 : １５名

②・事 業 名 : まいぶん遺跡探検隊（第２次） 「縄文土器の秘密を探れ！」

・開催日時 : 令和７年８月９日（土）　１３：３０～１５：３０

・講　　師 : (公財)北海道埋蔵文化財センター普及活用課　 土肥　研晶

・内　　容 : 第一部では、「縄文土器の秘密を探れ！」と題し、縄文土器と呼ばれる理由

や、製作、用途、型式、出土状況から実測までの流れを解説した。その後、

実際の土器に触れてみる体験を実施した。

第二部では、レプリカを使用し土器の接合及び復元の体験を実施した。その

後、立ち上げた土器と近い時期の土器を調べるため展示の遺物を実見した。

・参加人数 : １７名

③・事 業 名 : 親子ガラス玉つくり教室

・開催日時 : 令和７年１１月１５日（土）　１３：３０～１５：３０

・講　　師 : 遠軽町教育委員会　瀬下　直人　氏

・内　　容 : 巻付け法によるガラス玉つくり教室を実施した。内容は①製作方法・注意

事項に関する座学、②講師実演、③ガラス玉つくり、④製作体験の振り返り

、⑤ガラス玉模様付け体験（トンボ玉）、⑥徐冷したガラス玉の回収。

ガラス玉つくりでは、子供一人につきガスバーナーを一つ設置し、保護者

には子供のサポートをお願いした。２時間半ほどの間で、一人につき５～

７個程度のガラス玉と１つ程度のトンボ玉を製作した。参加者が座学・体験

のなかで積極的に質問するなど高い学習意欲を持って取り組む姿が多くみら

れた。

・参加人数 : １７名

④・事 業 名 : まいぶん遺跡探検隊（第３次） 「火おこしに挑戦！」

・開催日時 : 令和８年１月１０日（土）　１３：３０～１５：３０

・講　　師 : (公財)北海道埋蔵文化財センター普及活用課　 坂本　尚史

・内　　容 : 親子での参加をお願いし、第一部は謎解き型式の座学、第二部では火おこし

に挑戦する体験学習との二部構成とした。回転摩擦式を主体に「きりもみ式」
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「弓ぎり式」「ひもぎり式」「舞いぎり式」の４つと、「火花式」の火おこ

しを親子で協力して行い、最後に現代のマッチとライターを体験し比較した。

積極的に参加し課題に取り組む姿がみられた。火からの恩恵はたくさんある

が、恩恵を受けるためにはひとりひとり正しく取扱うことの重要性を伝えた。

・参加人数 : １５名

⑤・事 業 名 : まいぶん遺跡探検隊（第４次） 「かんじきを作ろう」

・開催日時 : 令和８年１月１７日（土）　１３：３０～１５：３０

・講　　師 : (公財)北海道埋蔵文化財センター普及活用課　 村田　大

・内　　容 : 「雪国の縄文人・古代人の暮らしはどのようなものだったのかを想像して

みよう」として、積雪地域の展示や住居や衣服などの資料、記録に残る生

活の様子などを紹介した。積雪地域の移動手段であるかんじきの出土例と

センター所蔵の出土遺物を実見し、かんじきを実際に制作し雪中歩行体験

をして冬季も活動可能なことを実感してもらった。

・参加人数 : １５名

(ｵ) 出前講座

実　施　場　所 実　施　日 参加人数

1 　共和町かかし古里館 　令和７年　６月　７日（土） 7 名

2 　長沼町役場　会議室 　令和７年　６月２１日（土） 21 名

3 　中標津町立丸山小学校　体育館 　令和７年　７月　１日（火） 41 名

4 　釧路市立桜が丘中学校　視聴覚室 　令和７年　７月１８日（金） 33 名

5 　余市町立旭中学校　多目的教室 　令和７年　７月２３日（水） 30 名

6 　留萌市海のふるさと館 　令和７年　８月１６日（土） 7 名

7 　知内町ふれあい工房 　令和７年１０月２６日（日） 12 名

8 　岩内地方文化センター 　令和７年１１月　８日（土） 55 名

9 　千歳市教育委員会埋蔵文化財センター 　令和７年１２月１３日（土） 10 名
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(ｶ) 研修会

①・事 業 名 : 令和７年度埋蔵文化財担当職員出前研修会

「文化財デジタルデータの利活用について（Ⅱ）」

・開催日時 : 令和７年９月１１日（木）　１０：００～１７：４０

・開催場所 : 湧別町

・内　　容 : 研修１:「廉価型機材を用いた文化財の記録とデータ利活用

　　　－調査迅速化と高次化のために－」

研修２:「ワークショップ：現地調査前の事前準備

　　　　（既存の紙資料やデータ類をGISデータ化する）」

研修３：「ワークショップ:文化財デジタルを迅速に取得する」

研修４：「ワークショップ:文化財デジタルデータを活用する」

・講　　師 : 奈良文化財研究所企画調整部文化財情報研究室研究員 高田　祐一　氏

・参加人数 : 市町村職員等４名、センター職員２名、計６名

②・事 業 名 : 令和７年度埋蔵文化財担当職員研修会

「埋蔵文化財発掘調査の現状と文化財デジタルデータの利活用について（Ⅲ）」

・開催日時 : 令和７年１２月１２日（金）　１０：００～１７：００

・開催場所 : 北海道立埋蔵文化財センター研修室

・内　　容 : 研修１:「埋蔵文化財保護行政の現状と課題」

・講　　師 : 文化庁文化財第二課埋蔵文化財部門文化財調査官 桑羽田　武志　氏

研修２：「講義:取得した調査データをいかにして公開活用に利用するか、

　　　ＡＩは活用できるか」

研修３：「ワークショップ:文化財デジタルデータでＡＲコンテンツ等を

　　　作製する」

・講　　師 : 奈良文化財研究所企画調整部文化財情報研究室研究員 高田　祐一　氏

・参加人数 : 市町村職員等１２名、計１２名
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    イ  年間スケジュール

　

区　分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　 浜頓別町クッチャロ湖畔遺跡遺跡の測量調査等

打ち合わせ 現地下見
打ち合わせ

出前研修会   研修会

令和６年度調査成果展

北海道・北東北の縄文遺跡群４展

北海道遺跡百選１７展

北海道・北東北
の環状列石

墓制からみた古代の
東北・北海道

墓制からみた古代の
東北・北海道

縄文人に挑戦
東北地方の集落遺跡と
北海道の竪穴住居群

まいぶん遺跡
探検隊１・２

まいぶん遺跡
探検隊３・４

親子ガラス玉
つくり

９回実施

調査報告会 春季講演会 秋季講演会

項　　　　目

年報の作成配布等

調
査
研
究
事
業

重要遺跡確認調査

埋蔵文化財の調査研究

分析・鑑定・保存処理等

市町村
支援

研修会等の
開催

収蔵
・保管
事業

受入、分類・整理、保管等

普
及
啓
発
事
業

展示公開

常設展示

企画展示

講
座
等
の
開
催

教育連携
講座

講演会

こども
考古学教室

出前講座

考古学講座

特別利用等
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（4）各業務の実施計画に対する実績

　ア　利用者提供業務に関する実績(開館日・休館日・開館時間等及び具体的な利用提供の実績)

 (ｱ) 開館日・休館日

　　 設置条例第７条ただし書きの祝日開館日及び臨時休館日は次のとおりとした。
区　　分 月　　　日 理　　　由

祝日開館日 　　４月２９日（火）昭和の日 道民サービス向上のための開館

　　５月　３日（土）憲法記念日 〃

　　５月　４日（日）みどりの日 〃

　　５月　５日（月）こどもの日 〃

　　５月　６日（火）振替休日 〃

　　７月２１日（月）海の日 〃

　　８月１１日（月）山の日 〃

　　９月１５日（月）敬老の日 〃

　　９月２３日（火）秋分の日 〃

　１０月１３日（月）スポーツの日 〃

　１１月　３日（月）文化の日 〃

臨時休館日 　　５月　７日（水） 展示替等による休館

　　７月２２日（火） 〃

　　８月１２日（火） 〃

　　９月１６日（火） 〃

　　９月２４日（水） 〃

　１１月　４日（火） 〃

　　１月１３日（火） 〃

　　３月１７日（火） 〃

　　３月１８日（水） 〃

　　３月１９日（木） 〃

 (ｲ)　開館時間

　　  開館時間は、午前９時３０分から午後４時３０分までとした。

 (ｳ)　利用提供業務の実施実績

 　a  障害者・高齢者等の取り組みについて

　    現在、道立埋蔵文化財センターの駐車場から常設展示室までのアプローチには障害者、高

 　 齢者等に対応する施設・整備として、車椅子用専用駐車場（２台分）、正面玄関自動ドア、

　　蝕知案内サイン（音声サイン付）、誘導用点字ブロック、オストメイト対応トイレ（汚物流

　　し対応トイレ）、エレベーター、非常時誘導音付き点滅型誘導灯、車イスが設置されている。

　　これらを有効に活用し、障害者、高齢者等が利用しやすい施設管理を行った。

   b　職員配置について

　　　常設展示室、ホールに職員を配置し利用者への案内や、貴重な埋蔵文化財の監視業務に従

　　事する他、介助を必要とする障害者や高齢者等の補助を行った。

   c　施設紹介について

　　ため、ホームページを活用し、車椅子用専用駐車場、正面玄関自動ドア、蝕知案内サイン、

　　誘導用点字ブロック、オストメイト対応トイレ、エレベーター、非常事誘導音付き点滅型誘

　　導灯、車イスが設置されていることを紹介した。

　　　また、外国人利用者向けの施設概要リーフレットを作製し各種事業の情報提供を行った。

   d　開館日について

　　　休日の利用者が多いことから、年間１１日の祝日を開館日として道民サービス向上を図っ

　　た。祝日・休日開館日日数相当の平日を臨時休館日とした。

 　e　研修室、図書閲覧コーナー、体験コーナー利用について

　　　道立埋蔵文化財センターの設置目的に沿い利用する地域住民、学校、社会教育団体等に研

　　修室、図書閲覧コーナー、体験コーナーの利用について周知し有効利用を図った。
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イ 利用促進業務に関する実績（利用促進のための事業及び利用者数の実績）

(ｱ)　調査研究事業

   a  埋蔵文化財の調査研究にあっては、独立行政法人奈良文化財研究所等への研修参加や全国

　  公立埋蔵文化財センター連絡協議会に加入し情報収集に努めるなどし、調査研究を進めた。

   b  分析・鑑定・保存処理等にあっては、専門的知識を有する調査員により遺物の特性に応じた

　　処理等を行った。また、市町村の指導依頼に対し適切に対応した。

(ｲ)　収蔵・保管事業

　　　資料の整理、保管にあっては、北海道出土文化財取扱要綱等により台帳作成し、管理した。

(ｳ)　普及・啓発事業

   a  所蔵資料による通年の常設展示及び４回の企画展示を開催し、年間 8,100人の利用者見込み

　　に対し、実績は10,449人であった。

   b  資料の特別利用等にあっては、設置条例及び利用規則により処理し利用者の利便を図った。

   c  年報を発行したほか、施設の概要案内、年間行事予定表、講演会等の各事業等のリーフレッ

　　ト・パンフレット・ポスター・チラシ類を作製した。

   d  一般道民を対象とした講演会、報告会、考古学教室および、こども考古学教室（以上、道民

　　カレッジ連携）、さらに市町村での出前講座を実施した。

   e  市町村埋蔵文化財担当職員を対象に研修会を開催した。

(ｴ)　地域との連携等

   a  小中学校、高等学校、特別支援学校等の歴史授業、総合学習、修学旅行、体験学習および

　　親子レクリエーション事業などに対し、積極的に施設を開放するとともに、勾玉づくりなど

　　体験型講座を実施した。

　　　また、近隣の学校にあっては職員の派遣を行い授業に参画するなどして、埋蔵文化財保護

　　思想の普及啓発を図りながら、施設のＰＲに努めた。

   b  埋蔵文化財に関連する講座・授業に対して施設を開放し、展示内容や具体的作業内容の

　　解説・体験を通じ、埋蔵文化財保護思想の普及啓発を図った。

   c  近隣大学に対しては、教材としての埋蔵文化財資料の活用をＰＲし、授業関連プログラム

　　の開発などに協力した。

　　　また、博物館実習生を受け入れ、埋蔵文化財の保護・普及にかかる業務を行い、保護思想の

　　普及に努めた。

   d  道立図書館とは図書資料の情報交換を活発に行い、利用者の便宜を図った。

   e  展示事業については、保管資料の貸し出しなどを相互に行い、北海道の地域特性を活かす

　　内容とし、その充実を図った。

   f  公益財団法人北海道埋蔵文化財センターでは、遺跡見学会や体験発掘などの見学場所の  

　　提供や解説など、発掘調査成果の情報発信に努め、埋蔵文化財に対する理解を深めた。

   g  講演会、考古学教室等を連携講座として、道民カレッジ聴講生に学習機会を提供した。
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ウ 維持管理業務に関する実績（施設、設備及び備品等の修繕、補修等の実績）

(ｱ)　施設の劣化、破損、変形等について日常的に点検し、迅速に修理・修繕等を行い、機能上

　 、安全上、美観上良好な状態に保った。

(ｲ)　設備等の法定点検においては、法令等の定めによる必要な点検を実施した。

(ｳ)　管理・供与物品を善良なる管理者の注意を持って管理し、新たに取得した物品については、

　 北海道教育委員会へ報告した。

エ 保守点検業務に関する実績（定期及び随時の点検・整備等の実績）

(ｱ)　北海道埋蔵文化財センターは道民の貴重な財産であり、指定管理者として北海道立埋蔵文化

　 財センター利用規則の定めを遵守し、善良な管理者として、施設の内外について利用者が常に

　 最良の状態で利用できるようそれぞれの業務に精通した事業者に維持管理業務を委託した。

(ｲ)　施設の衛生的環境の確保や,空気調和・給排水衛生設備の点検、消防用設備等に係わる点検

　 業務、自家用工作物の保安管理などの維持管理は、関係法令等に基づき実施し、職員及び施設

   利用者の安全と快適な環境の確保に努めるよう、次の施設等の保守・点検を行った。

   a  建築物の内外壁、柱、建具、床、階段等の各部位及び各室

   b  電気、空調・給排水設備機器、自動扉、地下タンク、昇降機、視聴覚放送設備及び防災

　　設備

   c  屋内外の物品、工作物、駐車場等

   d  芝生及び樹木等

オ 清掃・警備業務に関する実績(日常及び定期的に実施する大規模な清掃、警備等の実績)

(ｱ)　清掃

　　 施設利用者が安全かつ快適に利用できるようゴミの収集・搬出を適宜行い、利用者が頻繁に

　 使用する展示室、閲覧コーナー、トイレなどは日常的に清掃を行った。

　　 また、床の洗浄・ワックス加工、ガラス清掃等の大規模な清掃及び特別収蔵庫等の出入りの

　 少ない箇所については、月１回若しくは年１回又は２回の定期清掃とするなど、効率よく組み

　 合わせた作業を行い、施設内の美観と衛生を保った。

(ｲ)　警備

　　 施設の利用状況を常に把握し、事故・災害・犯罪等を未然に防止し、利用者の安全を確保す

　 るとともに財産の保全を図るための警備を次のとおり行った。

   a  閉館時間から開館時間までの警備とし、警備の方法は常駐及び機械警備の併用警備を行った。

   b  施設内外の巡視警備を毎日、定期に行った。

   c  緊急事態に際しては、直ちに内容を把握し、関係機関へ通報し、適切な応急処置を行うと

　　ともに通報後は教育委員会へ報告する体制をとった。
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（５） 業務仕様に係る実績

項　　　目 計　　画 実　　績 備　考

(1)維持管理業務

ア 施設保守

(ｱ) 法定点検

① 空気調和・給排水 ・毎日運転保守 ○毎日保守点検（１名常駐） 記録簿管理

衛生設備運転保守 ○給水設備点検:毎週金曜日実施

② 自動制御保守 ・総合点検年１回 ○総合点検：8月実施　 記録簿管理

→各制御機器が経年劣化による故障及び不具合が多い為、

全体的かつ計画的な更新が必要である

・巡回点検年３回 ○巡回点検：5・11・2月実施　　

→各制御機器が経年劣化による故障及び不具合が多い為、

・機器点検年１回 全体的かつ計画的な更新が必要である

　（制御系統ごとに4回に分割して実施） ○機器点検：5・11・2月実施

→各制御機器が経年劣化による故障及び不具合が多い為、

全体的かつ計画的な更新が必要である

③ 空調機保守点検 ・通常点検年１回 ○通常点検：10月実施 記録簿管理

→各空調機が経年劣化による故障及び不具合が多い為、

全体的かつ計画的な更新が必要である

・集中点検年２回 ○集中点検：5・7月実施（老朽化の為、全体的な更新必要）

→各空調機が経年劣化による故障及び不具合が多い為、

全体的かつ計画的な更新が必要である

④ 自家用電気工作物 ・月次１回、年次１回 ○月次点検：毎月実施－（年数超過のため更新推奨）　

保安管理 ○年次点検：10月実施（年数超過のため更新推奨）　

「非常照明用直流電源装置蓄電池更新工事」

・8/26：補修調書提出

・11/4：工事決定通知

・2/6：更新工事(株式会社三愛商興)

⑤ 昇降機保守点検 ・月１回以上 ○毎月実施－異常なし　 記録簿管理

(「既存不適格項目」ありの指摘）

⑥ 消防用設備等点検 ・機器点検年６ヶ月１回 ○機器点検及び総合点検：9月実施 記録簿管理

・総合点検年１回 ○機器点検：3月実施

・水質検査、有害駆除、煤煙測定、 ○ねずみ、昆虫防除年２回：下記の「衛生管理、有害駆除」の 記録簿管理

・排水・汚水槽清掃年２回、水質精密検査 とおり

⑦ 環境衛生管理 ・貯水槽清掃、貯湯槽清掃 ○貯水槽、貯湯槽、簡易専用水道検査、排水設備清掃、

・簡易専用水道検査年1回 汚水槽清掃、煤煙測定：下記の「衛生管理－貯水槽清掃、

・空気環境測定２ヶ月１回 汚水槽清掃」のとおり　　　　

⑧ 視聴覚放送設備保守点検 ・年１回 ○10月実施ー不具合箇所あり、更新推奨

⑨ 自動扉保守管理 ・３ヶ月１回以上 ○6・9・12・3月実施 記録簿管理

（部品の製造終了のため更新推奨）

⑩ 電子顕微鏡等保守点検 ・年１回 ○X蛍光線5月実施、電子顕微鏡8月実施ー異常なし

※完成検査を受けた日から15年以上経過のため、年1回以上 記録簿管理

⑪ 地下タンク点検 ・３年１回以上 ○9月実施ー腐食箇所あり　

○漏洩検査：毎週火曜日実施－異常なし

⑫ 空調機・冷凍冷蔵機器 ・四半期毎点検 ○6・9・12・3月実施－異常なし

簡易点検

(ｲ) 物品等の管理 ・善良なる管理者の注意を持って ○善良なる管理者の注意を持って管理　－特記事項なし

管理する

(ｳ) 修繕等 ○施設の日常点検実施 修繕決定書

○施設の修繕箇所：15件（計   4,262,720 円）　 管理

(ｴ) 施設管理の記録・保存 ・施設の点検、修繕等の管理状況を ○施設管理記録表により記録保管している

記録し保管する

(ｵ) 植栽管理 　

・除草 ○芝刈・除草：5～10月実施 記録簿管理

① 芝生管理 ・施肥、灌水等 ○施肥：6月実施

○目土・エアーレーション：9・10月実施

○冬囲い取り外し：5月実施　　 記録簿管理

・剪定、堆肥、灌水、 ○施肥・剪定：7～10月実施　

② 樹木管理 ・薬剤散布 ○人力除草：6～10月実施　

・冬囲い等 ○落葉清掃：5・10・11月実施　

○冬囲い設置：11月実施

イ 衛生管理

(ｱ) ゴミの収集・搬出 ・週３回収集 ○週３回収集：計  44.25  ｍ³ 作業記録簿

簿管理
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・日常清掃 ○日常清掃実施 作業記録簿

・定期清掃（床洗浄・ワックス塗布） ○定期清掃（床洗浄・ワックス塗布） 簿管理

(ｲ) 日常・定期清掃の実施 　*トイレ 月１回 　*トイレ：月1回実施

　*ホール・階段 年２回 　*ホール・階段：6月・9月実施

　*展示室・研修室等 年１回 　*展示室・研修室等：6月実施

・ガラス定期清掃 年１回 ○ガラス定期清掃：6月実施

(ｳ) 空気環境測定 ・空気環境測定隔月 ○5・7・9・11・1・3月実施ー異常なし　 作業記録簿

簿管理

(ｴ) 水質検査 ・一般検査年２回、精密検査年１回 ○一般検査：2月実施ー異常なし 作業記録簿

○一般検査および精密検査：8月実施ー異常なし 簿管理

(ｵ) 有害駆除 ・ねずみ、昆虫防除年２回 ○4月・10月実施 作業記録簿

簿管理

(ｶ) 貯水槽清掃 ・年１回 ○8月・10月実施　 作業記録簿

簿管理

・貯湯槽清掃年１回　 ○貯湯槽清掃：8月実施 作業記録簿

・汚水槽清掃年２回　 ○汚水槽清掃：4月・10月実施 簿管理

(ｷ) 汚水槽清掃等 ・簡易専用水道検査年１回　 ○簡易専用水道検査：10月実施

・煤煙測定年２回　 ○煤煙測定：10月・3月実施

・排水設備清掃年２回 ○排水設備清掃（薬品洗浄）：4月・10月実施

ウ 警備等

(ｱ) 巡視・点検等

① 定期巡視、建物点検 ・常駐警備による巡回を行い、建物等の ○常駐警備による巡回を行い建物等の点検をした

点検する ○常駐警備員１名

  ・巡回１日４回（土・日・祝日・年末年始は６回）

(ｲ) 警備業務

① 閉館時から開館時まで ・常駐警備並びに機械による警備を行う ○常駐警備員１日１名による警備を行った。

の警備 ○警備器機（熱線センサー、シャッターセンサー、マグネット

センサー）による警備を行った

② 機械警備装置の設置 ・警備機器を設置し報知器の作動による ○警備機器を設置し報知器の作動による警備を行った。

警備を行う ○警備器機：（熱線センサー２０台、シャッターセンサー２台、

マグネットセンサー１台）

○火災警報機器並びに防犯モニター等による監視を行った

③ 施設施錠 ・毎日の巡回警備により施錠箇所の確認を ○毎日の巡回警備により施錠箇所の確認を行った

行う

④ 国旗、道旗の掲揚 ・国旗、道旗を掲揚する ○開館日に合わせて、国旗、道旗を掲揚した

(ｳ) 記録管理

① 巡視、警備の日誌記録 ・警備状況を毎日記録し保管する ○警備状況を毎日記録し保管した 記録簿管理

エ 除排雪 ・建築物周辺、駐車場や避難通路等の ○契約期間：11/17～3/31　　　

除排雪（積雪10㎝以上で実施） ○11月～3月：稼働時間合計　　

･トラクターショベル：　    113.25H

･ダンプトラック　　　：　　　131.00H

･バックホウ       　 ： 　 　　00.00H

ｵ その他

(ｱ) 利用者の安全確保に必要 ・利用者の状況に応じた安全指導 ○利用者の状況に応じた安全指導等を行った

な業務用者への接遇 等

(ｲ) 環境に配慮した施設の ・環境に配慮した施設の維持管理 ○利用していない室は消灯するなど環境に配慮した。

維持管理

　 (2) 運営業務

ア 施設利用

(ｱ) 利用者への接遇 ・案内、各種受付、資料閲覧、貸出しの ○利用者接遇のため、常設展示室に１名ホールに１名職員を

承認、指導等適切かつ丁寧な対応 配置し、来館者に対応するサービスに努めた

(ｲ) 苦情対応 ・利用者からの苦情応答、対応 ○なし

・苦情処理簿への記録、道教委への報告

イ 利用促進業務

(ｱ) 広報活動 ・教育北海道 ○各行事について、江別市観光情報サイト・メルマガに掲載

・広報えべつ ○各行事について、道政広報計画希望提出、道広報広聴課

広報資料掲載依頼　　

・道民カレッジガイドブック ○道民カレッジ

・講演会等・考古学講座などがガイドブック・HPに掲載

・財団広報 ○財団広報誌

・財団の広報誌により発掘調査の情報とともに指定管理業務の

行事予定などを紹介し、情報発信

(ｲ) パンフレット ・施設概要案内、展示公開、講座等の ○施設概要パンフレット（日本語と外国語併記４種）、

行事予定等の随時発行 行事予定表を関係機関等に配布および館内に設置

○作成

・令和７年度行事予定：7,000部

○配布・送付

○（５月）：

・施設概要および令和７年度行事予定表、連続講座・講演会
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チラシを道内各地の施設、江別市郷土資料館など

119か所に送付。

○（７月～９月）：

・企画展ポスターを各開催地等（出前講座、ほか）の

16か所に配布、行事予定表等、2か所に配布。

○財団ホームページを随時更新し、北海道立埋蔵文化財セン

(ｳ) インターネット ホームページの更新 ターの指定管理者として、道立センターの紹介など新しい情報

を発信している

(ｴ) 地域住民等との協働推進 ・地域住民や関係機関との ①地域住民

協働の推進 （4月：18件）

・4/1放課後等デイサービス「こんぱす」

縄文工房利用（15名）

・4/1放課後等デイサービス「わくわくキッズ」

縄文工房利用（11名）

・4/2：児童デイサービス「ゆうあい」

縄文工房利用（14名）

・4/2：児童デイサービス「ぬくもりの森」

縄文工房利用（14名）

・4/2：児童デイサービス「クオレ文京台」

縄文工房利用（7名）

・4/2：児童デイサービス「ここみクラブ」

縄文工房利用（18名）

・4/3：（株）ライフ「なないろ」

縄文工房利用（7名）

・4/3：児童デイサービス「moreプラス」

縄文工房利用（10名）

・4/4：放課後デイサービス「harmonia2」

縄文工房利用（13名）

・4/8：通所支援事業所「ほほ笑み」

縄文工房利用（9名）

・4/8：小規模多機能ホーム「ゆめみの」

縄文工房利用（5名）

・4/8：児童デイサービス「輝エース」

縄文工房利用（4名）

・4/9：小規模多機能ホーム「ゆめみの」

縄文工房利用（4名）

・4/10：小規模多機能ホーム「ゆめみの」

縄文工房利用（8名）

・4/16：児童デイサービス「てらこやキッズクラブ」

縄文工房利用（15名）

・4/26：児童デイサービス「めぶき」

縄文工房利用（21名）

・4/26：児童デイサービス「アロハ」

縄文工房利用（13名）

・4/26：児童デイサービス「ベリーベリーもあ」

縄文工房利用（9名）

（5月：0件）

（6月：0件）

(7月：2件)

・7/23：児童デイサービスここる

縄文工房利用（10名）

・7/25：児童デイサービス「きらきら江別」

縄文工房利用（10名）

（8月：14件）

・8/6：児童デイサービス「ここる」

縄文工房利用（11名）

・8/6：児童通所支援センター「クオレ月寒」

縄文工房利用（13名）

・8/7：森の子児童センター夏休みイベント

縄文工房利用（15名）

・8/7：児童発達支援「てらこやキッズ」

縄文工房利用（13名）

・8/7：放課後等デイサービス「こもれび」

縄文工房利用（16名）

・8/8：児童デイサービス「りあきっずneo」

縄文工房利用（11名）

・8/17：江別市大麻南自治会イベント

体験学習（25名）

・8/19：児童発達支援「てらこやキッズ」

縄文工房利用（10名）

・8/19：児童デイサービス「コンパス」

縄文工房利用（12名）

・8/19：児童デイサービス「ごーるでんえっぐⅢ」

縄文工房利用（6名）
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・8/21：放課後等デイサービス「みっけ」

縄文工房利用（14名）

・8/23：放課後等デイサービス「きずな大麻」

縄文工房利用（9名）

・8/23：放課後等デイサービス「アミティエ米里」

縄文工房利用（8名）

・8/24：江別市大麻南自治会イベント

体験学習（25名）

（9月：3件）

・9/6：放課後等デイサービス「子どもの森アウルジョイ」

展示見学（11名）

・9/6：放課後等デイサービス「アミティエ東苗穂」

展示見学（10名）

・9/26：児童デイサービス「きらきら江別」

施設見学（9名）

(10月：2件)

・10/4：児童デイサービス「ウエルネス」

展示見学（14名）

・10/18：放課後等児童デイサービス「こころ」

展示見学（17名）

(11月：1件)

・11/15：児童デイサービス「あすな仲間」

施設見学（11名）

（12月：3件）

・12/20：児童デイサービス「パプリカ」

施設見学（12名）

・12/26：放課後等デイサービス「ごーるでんえっぐ野幌Ⅲ」

縄文工房利用（8名）

・12/27：児童デイサービス「ファーストクラス」

縄文工房利用（10名）

（1月：7件）

・1/6：北都幼稚園

施設見学・縄文工房利用（29名）

・1/7：児童通所施設「moreプラス」

縄文工房利用（9名）

・1/9：児童デイサービス「そらいろの森」

・住民、学校、公立施設等との 縄文工房利用（6名）
協働 ・1/10：児童デイサービス「てらこやキッズ」

縄文工房利用（6名）

・1/10：児童デイサービス「こんぱす」

縄文工房利用（10名）

・1/14：児童発達支援「てらこやキッズクラブ」

縄文工房利用（10名）

・1/24：児童デイサービス「あんあんclass豊平ルーム」

施設見学（8名）

（2月：1件）
・2/5：デイサービス「らいふてらす厚別東棟」

施設見学（7名）

（3月：4件）
・3/26：児童デイサービス「はぴねすキッズステップ」

縄文工房利用（10名）

・3/26：児童デイサービス「ぐりんかれっじ白石」

縄文工房利用（10名）

・3/27：児童デイサービス「ひだまり」

縄文工房利用（16名）

・3/31：児童デイサービス「Moreぷらす」

縄文工房利用（8名）

○学校等

○小学校（6件）

（5月：1件）

・5/8：江別市立上江別小学校6年生

施設見学体験学習（94名）

（6月：2件）

・6/19：札幌市立小野幌小学校

施設見学体験学習（31名）

・6/24：東神楽町立東神楽小学校

施設見学体験学習（40名）

（7月：2件）

・7/1：札幌市立小野幌小学校

施設見学体験学習（30名）

・7/4：札幌市立小野幌小学校

施設見学体験学習（32名）

（12月：1件）

・12/1：江別市立文京台小学校

かがやき学級親子レク（22名）
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○中学校（8件）

（5月：1件）

・5/10：室蘭養護中学校

宿泊旅行下見（2名）

（6月：1件）

・6/19：江別市立江陽中学校

校外学習（6名）

（9月：3件）

・9/10-11：江別市立江陽中学校、江別市立野幌中学校

職場体験（4名）

・9/11：室蘭養護学校中等部

体験学習（21名）

・9/30：由仁町立由仁中学校1年生

施設見学・体験学習（51名）

（10月：3件）

・10/21-22：江別市立大麻中学校、江別市立第三中学校

職場体験（4名）

・10/23-24：江別市立大麻東中学校

職場体験（2名）

・10/28-29：江別市立中央中学校

職場体験（2名）

〇大学(2件)

（10月：1件）

・10/21：北海道大学文学部高瀬先生一同

展示見学（5名）

（1月：1件）

・1/28：札幌学院大学国際交流課

施設見学・体験学習（24名）

○関係機関（2件）

・7/16：池田町教育委員会

視察研修（6名）

・9/7：千歳市文化財審議委員、一同

展示見学（10名）

○その他の団体（9件）

・6/15：岩見沢視力障害者福祉協会

施設見学体験学習（24名）
・6/28：北広島市市民大学

施設見学（11名）

・7/31：道新文化センター札幌教室越田先生

施設見学（10名）

・8/1：HTB北海道テレビ「イチモニ」

取材撮影（10名）

・9/26：千歳若返り学園花園学級

施設見学（29名）

・10/7：札幌市シニア大学

展示見学（3名）

・10/17：合同会社「まだん」

展示見学（8名）

・11/29：CBツアーズ

施設見学・体験学習（11名）

・1/13：世界文化遺産に親しむオンライン教材

活用検討委員会

現地視察会（8名）
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②講師派遣（10件）

○学校等（6件）

・6/11：北海道興部高等学校「遺跡と遺物を活用した

総合的な探求の時間（地域巡検）」に講師派遣

・9/5：余市町立東中学校に講師派遣

・9/5：北星学園余市高校に講師派遣

・10/14：三幸学園飛鳥未来札幌教室に講師派遣

・11/21：北星学園余市高校に講師派遣

・12/18：小樽市塩谷小学校へ講師派遣

○公立施設（4件）

・9/27：千歳市埋蔵文化財センターに講師派遣　

・11/16：千歳市市民文化センターへ講師派遣

・11/18：大麻市民公民館へ講師派遣

・1/17：上ノ国町総合福祉センターへ講師派遣

(ｵ)

教育委員会の指示に

よる調査

・指定管理者として施設利用者に ○一般入館者対象：2025/4/18～2026/3/31 実施

② 指定管理者による調査 対する調査 ○講座、講演会参加対象者：4/19、5/24、7/26、9/27、

10/25、11/29、1/24、3/7  実施

ウ 事故処理等

安全対策、危機管理、 ・緊急時の関係機関への連絡体制の ○財団の消防計画により緊急時の対応や連絡体制を整備して

連絡体制、事故処理 確立等 いる

・第三者賠償責任及び施設賠償責任保険 ○４月１日から一般来館者及び各種事業参加者の損害賠償の

(ｲ) 保険加入 の加入 保障体制を整備するため、第三者賠償責任及び施設賠償責

任保険に加入している

・利用者の安全確保のため ○財団の消防計画により災害があった場合の施設利用者の

エ 災害時対応 必要な処置をする。 安全確保などを整備した

・消防訓練年１回 ○消防訓練：11/20実施

・事業報告
　毎年度事業終了後30日以内

○報告日　　　　　  　　　　令和８年　４月２４日

・四半期事業報告 ○報告日

　　四半期終了後10日以内 ・第１四半期分　　　令和７年　７月　７日

・第２四半期分　　　令和７年１０月　６日

・第３四半期分　　　令和８年　１月　７日

・第４四半期分　　　令和８年　４月　６日

・利用状況の報告 ○報告日　　　　　

・令和７年　４月分　令和７年　５月　１日

・令和７年　５月分　令和７年　６月　４日

・令和７年　６月分　令和７年　７月　２日

オ 報告等 ・令和７年　７月分　令和７年　８月　５日

・令和７年　８月分　令和７年　９月　２日

・令和７年　９月分　令和７年１０月　３日

・令和７年１０月分　令和７年１１月　７日

・令和７年１１月分　令和７年１２月　４日

・令和７年１２月分　令和８年　１月　７日

・令和８年　１月分　令和８年　２月　４日

・令和８年　２月分　令和８年　３月　６日

・令和８年　３月分　令和８年　４月　１日

  ○特別利用承認件数　　　 　　　　１８件

○模写品使用承認件数　　　　　　３９件

○資料貸出承認件数　　　　　　　 　９件

指定管理者の名称を施設内及び

パンフレットに表示する。

○全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会へ加入し、

情報収集に努めている

・5/29～30：令和７年度総会　2名出席（鳥取市）

キ その他 全国公立埋蔵文化財センター ・10/23～24：令和７年度研修会　1名出席

連絡協議会の加入 （平和市民公園能楽堂　大分市）

・10/30～31：北海道・東北ブロック会議　2名出席（札幌市）

・12/5：令和７年度第２回役員会  1名出席

カ 指定管理者の名称表示 ・施設内及びパンフレット等に表示中

利用者満足度調査の実施

① 道教委の指示による調査 ○2025/7/1～2026/1/31 

(ｱ)
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(3) 調査研究業務

○道教委との打合せ、発掘調査計画策定

・4/23：重要遺跡確認調査計画について確認及び打ち合わせ

ア 重要遺跡確認調査  ・浜頓別町クッチャロ湖畔遺跡 ・5/13～5/14：現地下見、重要遺跡調査打ち合わせ

・10/6～10/10：現地確認調査及び草刈り、測定点確認

・10/28～10/30：現況測量実施

・11/28：現況測量業務の完了検査、成果品納品

・埋蔵文化財調査方法、遺跡の保存方法 ・重要遺跡確認調査を通じた効果的効率的な遺跡調査、

の研究・情報提供 保存方法の研究

イ 埋蔵文化財の調査研究 ・保管出土品を活用した研究 ・保管出土品を対象とした分析作業準備

・全国公立埋蔵文化財センター連絡協議 ・全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会に加入し、

会等の専門的、技術的な情報等の収集 情報収集に努めている。

・専門的知識を有する調査員を配置

・分析・鑑定：保管出土品を対象とした分析作業準備

ウ 分析・鑑定・保存処理 ・専門的知識を有する調査員による分析、 ・保存処理：重要文化財等の特別収蔵庫収納・整理等、

鑑定等及び保存処理・整理 脆弱あるいは破損した出土品の保存処理作業等

・写真、模写品等の刊行等の承認に係る貸出資料の整理等　

・埋蔵文化財に関する情報提供 ○収集資料等の提供

・なし

○遺跡の保存方法、調査方法及び保存処理技術等に

関する情報提供

・市町村教委担当職員に対する ・なし

研修等による指導 ○市町村からの依頼、現地指導

・なし

○研修会

・9/11：令和７年度埋蔵文化財専門職員研修会(6名)

[湧別町文化センターさざ波・シブツノナイ竪穴遺跡]

・12/12：令和７年度埋蔵文化財専門職員研修会

（北海道立埋蔵文化財センター）（12名）

(4) 収蔵・保管業務

ア 受入、分類・整理、保管 出土文化財の特性に応じ、一般収蔵庫、 ○保管中の出土文化財を整理　

特別収蔵庫に分類整理して保管 ・北海道出土文化財取扱要綱等により台帳を作成し管理

(5) 普及・啓発事業

ア 展示公開

○常設展示：「掘り出された北の歴史」

・４月：模様替えなし

・５月：「(公財)北海道埋蔵文化財センター令和６年度調査

成果展」から常設展示へ模様替え

・６月：模様替えなし

・７月：「北海道・北東北の縄文遺跡群４展」へ模様替え

・８月：模様替えなし

常設展示 ・年１回以上の模様替え ・９月：「北海道・北東北の縄文遺跡群４展」から常設展示へ

模様替え

・１０月：模様替えなし

・１１月：模様替えなし

・１２月：「北海道遺跡百選１７展」へ模様替え

・１月：模様替えなし

・２月：「北海道遺跡百選１７展」から常設展示へ模様替え

・３月：模様替えなし

○企画展示

・3/22～5/25：「(公財)北海道埋蔵文化財センター

令和６年度調査成果展」

・年３回 ・7/12～9/28：「北海道・北東北の縄文遺跡群４展」

（うち１回は財団自主事業） ・12/6～2/22：「北海道遺跡百選１７展」

○通年展示

・2025/4/1～2026/3/31：「北の縄文　世界遺産

北海道・北東北の縄文遺跡群」展

イ 特別利用

センター設置条例８条･９条により処理 　18件：（石狩市教育委員会教育部文化財課長　

岩本隆行、ほか）

センター設置条例１０条により処理 　39件：（株式会社世界文化社カスタムビジネス部

関根麻美子、ほか）

センター設置条例１１条により処理 　 9件：（国立アイヌ民族博物館　館長　野本　正博

          、ほか）

ウ 年報等の作成・配布等

(ｱ) 年報 ・講座等の事業の紹介や調査及び研究の ○「北海道立埋蔵文化財センター年報２６」

成果等を公表するとともに、年報を必要 ・6/30刊行、３５０部

部数作成し、市町村教育委員会等へ配布 ・文化庁、国立国会図書館ほか関係機関等へ配付

エ 市町村支援等

(ｱ)

(ｲ) 企画展示

(ｱ) 特別利用

(ｲ) 模写品等の刊行等の承認

(ｳ) 資料の貸出し
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(ｲ) 調査報告書 〇重要遺跡確認調査報告書第20集
・3/27刊行、３００部

・文化庁、国立国会図書館ほか関係機関等へ配付

エ 講座等の開催

〇考古学講座

①「キーワードで読み解く北海道・北東北の縄文遺跡群」

「北海道・北東北の環状列石」

令和７年　７月２６日（土）　：参加者81名

②「北海道と東北の交流を読む２」　

「墓制からみた古代の東北・北海道」

令和７年　９月２７日（土）　：参加者57名

(ｱ) 一般道民対象講座 ・年５回以上 ③「縄文人に挑戦」

令和７年１０月２５日（土）　：参加者19名

④「北海道と東北の交流を読む４」　

「古代における北海道と東北の交流」

令和８年　１月２４日（土）　：参加者60名

⑤「比べてわかる道内の竪穴群４」

「東北地方の集落遺跡と北海道の竪穴住居跡群」

令和８年　３月　７日（土）　：参加者63名

 ○こども考古学教室

①まいぶん遺跡探検隊（第１次）

令和７年　８月　２日（土）　：参加者15名

②まいぶん遺跡探検隊（第２次）

令和７年　８月　９日（土）　：参加者17名

(ｲ) 児童生徒対象の体験型 ・年５回以上 ③親子ガラス玉づくり教室

講座 令和７年１１月１５日（土）　：参加者17名

④まいぶん遺跡探検隊（第３次）

令和８年　１月１０日（土）　：参加者15名

⑤まいぶん遺跡探検隊（第４次）

    令和８年　１月１７日（土）　：参加者15名

 ○考古学教室出前講座

①共和町かかし古里館

令和７年　６月　７日（土）　：参加者　7名

②長沼町役場会議室

令和７年　６月２１日（土）　：参加者21名

③中標津町立丸山小学校　体育館

(ｳ) 児童生徒対象の出前講座 ・年７回以上 令和７年　７月　１日（火）　：参加者41名

④釧路市立桜が丘中学校　視聴覚室

令和７年　７月１８日（金）　：参加者33名

⑤余市町立旭中学校　多目的教室

令和７年　７月２３日（水）　：参加者30名

⑥留萌市海のふるさと館

令和７年　８月１６日（土）　：参加者　7名

⑦知内町ふれあい工房

令和７年１０月２６日（日）　：参加者12名

⑧岩内地方文化センター

令和７年１１月　８日（土）　：参加者55名

⑨千歳市教育委員会埋蔵文化財センター

令和７年１２月１３日（土）　：参加者10名

○報告会・講演会

①（公財）北海道埋蔵文化財センター令和６年度調査報告会

令和７年　４月１９日（土）　：参加者62名

②[春季講演会]　「北海道と東北の交流を読む１」

(ｴ) 一般道民対象講演会 ・年２回以上 「古代の文献史料から北海道と東北の交流を読む」

令和７年　５月２４日（土）　：参加者69名

③[秋季講演会]　「北海道と東北の交流を読む３」

「古墳時代における北海道と東北の交流-岩手県

中半入遺跡の調査から-」

令和７年１１月２９日（土）　：参加者59名

・(ｱ)～(ｳ)のうち ○連携事業・・・なし

連携事業1回以上 ○かるちゃるnet

・かるちゃる通信：４月～６月号、７月～９月号、

(ｵ) 道立文化施設や ・かるちゃるnet １０月～１２月号、１月～３月号発行（web配信）

市町村博物館等との連携 （新札幌・江別エリア文化施設連絡協議会 ・9/28：かるちゃるnet光の広場イベント

）に加入、活動 ・1/18：かるちゃるnet光の広場イベント

○文京台教育３施設連携

・文京台地区において３施設での地域連携をしている。
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(ｶ) 教育連携講座 ・年１０回以上 ①博物館実習

・7/15～7/18、7/22～7/25：

（北翔大学2名、札幌学院大学2名）

②道立埋蔵文化財センター活用学習の為の指導者研修

・8/5：夏季指導者研修（2名）

・1/7：冬季教員研修（3名）

③教育連携講座（施設利用：21件）

○大学

（4月：1件）

・4/25：札幌学院大学大塚先生

地域文化演習A講義利用（19名）

（5月：4件）

・5/14：札幌学院大学大塚先生

考古学A講義利用（39名）

・5/15：札幌学院大学大塚先生

博物館資料論講義利用（22名）

・5/23：札幌学院大学国際交流課タイチェンマイ大学

施設見学体験学習（21名）

・5/25：北翔大学短期大学部菊池先生

社会講義利用（4名）

（6月：1件）

・6/27：北翔大学野口先生

講義利用（9名）

（7月：6件）

・7/2：札幌学院大学大塚先生

考古学A講義利用（33名）

・7/3：札幌学院大学大塚先生

博物館資料論講義利用（21名）

・7/6：北翔大学短期大学部菊池先生

社会科指導法講義利用（11名）

・7/18：札幌学院大学大塚先生

地域情報アーカイブ演習施設見学（4名）

・7/29：札幌学院大学大塚先生

博物館実習講義・展示見学（4名）

・7/29：北海道大学文学部中澤先生

考古調査士集中講義・施設見学（4名）

（8月：0件）

（9月：0件）

（10月：2件）

・10/21：札幌学院大学大塚先生

博物館経営論①講義利用（14名）

・10/28：札幌学院大学大塚先生

博物館経営論②講義利用（14名）

（11月：2件）

・11/8：札幌国際大学高倉先生

考古学・地域学習Ⅰ講義利用（19名）

・11/26：北翔大学小杉先生

博物館情報メディア論①講義利用（12名）

（12月：5件）

・12/3：北翔大学小杉先生

博物館情報メディア論②講義利用（10名）

・12/5：札幌学院大学菊池先生

自然地理学概説講義利用（50名）

・12/5：札幌学院大学菊池先生

人文地理学概説講義利用（31名）

・12/10：北翔大学小杉先生

博物館情報メディア論③講義利用（10名）

・12/17：北翔大学小杉先生

博物館情報メディア論②講義利用（9名）

（1月：0件）

（2月：0件）

（3月：0件）

○協力：地域住民等との協働推進に記載

○職員派遣：地域住民等との協働推進に記載
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別紙２

２　当該公の施設の利用状況に関する事項

（1）施設、事業又は利用料金等の区分別利用者数の状況

　ア　月別利用者（入館者数）

(単位：人)

月 見 込 実 績 差

４月 ８００ １,９１８ １,１１８

５月 ８５０ １,０３０ １８０

６月 ７００ ５８８ －１１２

７月 ８００ ９７０ １７０

８月 １,０００ １,７８１ ７８１

９月 ６５０ ７９３ １４３

１０月 ８００ ５２４ －２７６

１１月 ７００ ５９７ －１０３

１２月 ５００ ５０９ ９

１月 ５００ ６８６ １８６

２月 ４００ ３０８ －９２

３月 ４００ ７４５ ３４５

計 ８,１００ １０,４４９ ２,３４９

 イ　事業別利用者数

見込 実績

常

設 「北の縄文　世界遺産　北海道・北東北の 令和７年　４月１日（火）～

展 縄文遺跡群」　展 令和８年　３月３１日（日） 8,100 10,449

示

「(公財)北海道埋蔵文化財センター 令和７年　３月２２日（土）～

企 　令和６年度調査成果展」 令和７年　５月２４日（日） 1,650 3,449

画 「北海道・北東北の縄文遺跡群　４展」 令和７年　７月１２日（土）～

展 令和７年　９月２８日（日） 2,700 3,200

示 「北海道遺跡百選　１７展」 令和７年１２月６日（土）～

令和８年　２月２２日（日） 750 1,301

「(公財)北海道埋蔵文化財センター 令和７年　４月１９日（土）

講 　令和６年度調査報告会」 １３：３０～１５：３０ 80 62

演 春季講演会「北海道と東北の交流を読む１」 令和７年　５月２４日（土）

会 「古代の文献史料から北海道と東北の交流を読む」 １３：３０～１５：３０ 80 69

等 秋季講演会「北海道と東北の交流を読む３」 令和７年１１月２９日（土）

「古墳時代における北海道と東北の交流」 １３：３０～１５：３０ 80 59

「キーワードで読み解く北海道・北東北の縄文 令和７年　７月２６日（土）

遺跡群４」「北海道・北東北の環状列石」 １３：３０～１５：３０ 80 81

考 「北海道と東北の交流を読む２」 令和７年　９月２７日（土）

古 「墓制からみた古代の東北・北海道」 １３：３０～１５：３０ 80 57

学 「縄文人に挑戦」 令和７年１０月２５日（土）

講 １３：３０～１５：３０ 20 19

座 「北海道と東北の交流を読む４」 令和８年　１月２４日（土）

「古代における北海道と東北の交流」 １３：３０～１５：３０ 80 60

「比べてわかる道内の竪穴群４」 令和８年　３月　７日（土）

「東北地方の集落遺跡と北海道の竪穴住居跡群」 １３：３０～１５：３０ 80 63

事　　　業　　　名 開　催　期　日
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「まいぶん遺跡探検隊（第１次）」 令和７年　８月　２日（土）

こ １３：３０～１５：３０ 20 15

ど 「まいぶん遺跡探検隊（第２次）」 令和７年　８月　９日（土）

も １３：３０～１５：３０ 20 17

考 「親子ガラス玉づくり教室」 令和７年１１月１５日（土）

古 １３：３０～１５：３０ 15 17

学 「まいぶん遺跡探検隊（第３次）」 令和８年　１月１０日（土）

講 １３：３０～１５：３０ 20 15

座 「まいぶん遺跡探検隊（第４次）」 令和８年　１月１７日（土）

１３：３０～１５：３０ 20 15

出

前 「考古学教室出前講座」 ９回実施

講

座

研 埋蔵文化財担当職員出前研修会 令和７年　９月１１日（木）

修 １０：００～１７：４０ 6

会 埋蔵文化財担当職員研修会 令和７年１２月１２日（金）

等 １０：００～１７：００ 12

ウ　備品等の貸出

令和７年度において備品等の貸出実績はありません。
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（2）利用の承認及び取消し等の状況

　ア　利用の承認等の状況

 (ｱ)  特別利用

      石狩市教育委員会教育部文化財課長　岩本隆行から、千歳市キウス４遺跡出土・漆塗木製品

　　 （弓ほか）・樹皮製品＜北埋調報134集　図Ⅵ-142-7～12＞のほか、計１８件の利用が

　　  あった。

 (ｲ)　模写品等の刊行等の承認

　　　株式会社世界文化社カスタムビジネス部　関根麻美子から幸連５遺跡で発見された長野県産

　　　の黒曜石の鏃の写真・写真デジタルデータのほか、計３９件の申請があり、道教委との

　　　協議、申請者への承認書の送付を行った。

 (ｳ)　資料の貸出し

　　　国立アイヌ民族博物館長　野本正博からキウス４遺跡出土縄文土器１点・キウス５遺跡出土

　　　縄文土器１点の貸出しのほか、計９件の貸出しを行った。

月 特別利用承認 模写品等使用承認 資料貸出承認

　４月 0 3 0

　５月 3 5 0

　６月 1 7 0

　７月 2 1 0

　８月 2 1 0

　９月 1 1 1

１０月 2 4 1

１１月 3 3 0

１２月 0 6 0

　１月 0 2 1

　２月 2 5 4

　３月 2 1 2

計 18 39 9

　イ　承認の取消し

　　　取消の実績はありません。
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　別紙３

　管理に係る経費の収支状況に関する事項

　１　年間収支計画書（指定管理業務に係る収入及び支出(業務に係る経費等)の年間計画）の実績

　　　別表１

　２　年間収支の月別計画に対する実績

　　　別表２

　３　年間収支計画に関する内訳、注記その他必要な事項

　　　別表３
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別表１

収入の部

計画 実績 差引

指定管理業務負担金 121,081,819 121,081,819 0

仮払消費税 12,108,181 12,108,181 0

0

133,190,000 133,190,000 0

支出の部

計画 実績 差引

7,016,847 7,723,771 706,924

調査研究事業 重要遺跡確認調査ほか 4,097,104 4,840,681 743,577

収蔵・保管事業 受入、分類、整理、保管等 42,500 163,828 121,328

普及・啓発事業 収蔵資料の展示公開ほか 2,877,243 2,719,262 ▲ 157,981

57,513,487 63,527,317 6,013,830

維持管理業務 施設の保守ほか 54,057,249 61,731,921 7,674,672

運営業務 施設利用ほか 3,456,238 1,795,396 ▲ 1,660,842

関係職員報酬 56,551,485 49,786,473 ▲ 6,765,012

仮払消費税 12,108,181 12,108,181 0

133,190,000 133,145,742 ▲ 44,258

0 44,258 44,258

人件費

その他経費

支　出　計

収　支　差　額

収　入　計

区　　　分 内　　　　　訳
金額

事業費

管理経費

年間収支実績

区　　　分 内　　　　　訳
金額

負担金

その他収入

29



別表２

（単位：円）

収入の部

合計 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

計画 133,190,000 33,299,000 0 0 33,297,000 0 0 33,297,000 0 0 33,297,000 0 0

実績 133,190,000 33,299,000 0 0 33,297,000 0 0 33,297,000 0 0 33,297,000 0 0

計画 133,190,000 33,299,000 0 0 33,297,000 0 0 33,297,000 0 0 33,297,000 0 0

実績 133,190,000 33,299,000 33,297,000 33,297,000 33,297,000

計画 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績 0

計画 133,190,000 33,299,000 0 0 33,297,000 0 0 33,297,000 0 0 33,297,000 0 0

実績 133,190,000 33,299,000 0 0 33,297,000 0 0 33,297,000 0 0 33,297,000 0 0

計画 133,190,000 33,299,000 33,299,000 33,299,000 66,596,000 66,596,000 66,596,000 99,893,000 99,893,000 99,893,000 133,190,000 133,190,000 133,190,000

実績 133,190,000 33,299,000 33,299,000 33,299,000 66,596,000 66,596,000 66,596,000 99,893,000 99,893,000 99,893,000 133,190,000 133,190,000 133,190,000

支出の部

合計 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

計画 7,016,847 146,014 610,319 1,230,012 171,100 165,446 1,966,565 354,746 613,433 394,132 107,541 205,550 78,751

実績 7,723,771 301,606 112,911 1,044,845 370,496 365,966 196,131 455,664 393,772 3,233,472 165,195 125,298 958,415

計画 4,097,104 56,714 107,755 256,210 2,000 97,146 1,752,813 171,646 316,000 310,582 29,000 24,000 973,238

実績 4,840,681 9,821 47,047 46,323 3,747 162,362 60,587 381,322 112,430 3,140,783 71,673 14,583 790,003

計画 2,811,763 3,476 31,755 76,310 1,000 1,000 1,525,722 78,500 315,000 1,000 1,000 6,000 771,000

実績 4,011,591 0 46,213 21,369 2,913 2,914 3,114 176,342 111,596 2,851,734 3,114 3,113 789,169

計画 530,259 1,238 24,000 100,000 0 95,146 94,491 92,146 0 109,000 10,000 0 4,238

実績 266,067 8,800 0 24,120 0 0 0 154,786 0 0 67,725 10,636 0

計画 466,000 52,000 52,000 35,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 88,000 18,000 18,000 198,000

実績 10,195 1,021 834 834 834 834 834 834 834 834 834 834 834

計画 289,082 0 0 44,900 0 0 131,600 0 0 112,582 0 0 0

実績 552,828 0 0 0 0 158,614 56,639 49,360 0 288,215 0 0 0

計画 42,500 0 0 42,500 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績 163,828 1,820 5,074 17,022 124,340 450 0 10,122 5,000 0 0 0 0

計画 42,500 0 0 42,500 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績 163,828 1,820 5,074 17,022 124,340 450 0 10,122 5,000 0 0 0 0

計画 2,877,243 89,300 502,564 931,302 169,100 68,300 213,752 183,100 297,433 83,550 78,541 181,550 78,751

実績 2,719,262 289,965 60,790 981,500 242,409 203,154 135,544 64,220 276,342 92,689 93,522 110,715 168,412

計画 1,396,800 79,300 202,000 305,000 65,300 65,300 105,700 72,300 112,700 72,300 72,300 172,300 72,300

実績 1,166,019 263,420 41,075 117,152 128,472 71,071 64,311 54,678 127,271 66,189 41,075 41,075 150,230

計画 63,000 10,000 10,000 10,000 0 0 0 5,000 5,000 5,000 5,000 8,000 5,000

実績 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計画 510,000 0 0 510,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績 758,100 0 0 758,100 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計画 900,992 0 290,564 105,800 103,800 3,000 107,582 105,800 179,446 5,000 0 0 0

実績 795,143 26,545 19,715 106,248 113,937 132,083 71,233 9,542 149,071 26,500 52,447 69,640 18,182

計画 6,451 0 0 502 0 0 470 0 287 1,250 1,241 1,250 1,451

実績 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

年報等の作成・配布 調査年報の作成ほか

講座等の開催 考古学教室の開催ほか

協賛事業 教育関連事業共催

普及・啓発事業

収蔵資料展示公開 常設展示ほか

資料の特別利用 資料の貸出等

研修会等の開催 市町村職員研修

収蔵・保管事業

収蔵・保管 コンテナほか

重要遺跡確認調査 測量調査ほか

埋蔵文化財の調査研究 資料収集ほか

分析・鑑定保存処理 木製品・金属製品保存処理ほか

調査研究事業

指定管理業務負担金

繰越金

収入計

収入累計

区　　　分 内　　　　　訳

事業費

負担金収入

年間収支の月別実績

区　　　分 内　　　　　訳
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（単位：円）

年間収支の月別実績

合計 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

計画 57,513,487 4,436,461 5,351,552 4,795,200 4,505,461 4,509,701 4,505,463 4,632,100 4,680,963 5,426,710 5,168,466 4,831,705 4,669,705

実績 63,527,317 1,991,957 4,888,699 4,767,538 4,256,024 5,987,521 5,877,633 5,103,929 5,185,512 4,304,624 4,880,016 6,055,187 10,228,677

計画 54,057,249 4,200,601 4,345,601 4,345,602 4,345,601 4,345,603 4,345,603 4,345,603 4,518,103 5,113,112 5,000,606 4,650,607 4,500,607

実績 61,731,921 1,915,257 4,086,711 4,712,911 4,144,138 5,945,657 5,803,601 4,898,651 5,156,732 4,247,683 4,782,100 6,004,894 10,033,586

計画 29,787,249 2,482,271 2,482,271 2,482,272 2,482,271 2,482,270 2,482,270 2,482,270 2,482,270 2,482,275 2,482,269 2,482,270 2,482,270

実績 35,408,741 1,915,257 2,297,571 2,923,771 2,324,998 3,067,517 3,568,461 3,079,511 3,187,592 2,430,343 2,941,110 3,111,904 4,560,706

計画 22,070,000 1,718,330 1,863,330 1,863,330 1,863,330 1,863,333 1,863,333 1,863,333 1,935,833 2,080,837 1,718,337 1,718,337 1,718,337

実績 23,093,680 0 1,789,140 1,789,140 1,819,140 2,878,140 2,235,140 1,819,140 1,969,140 1,789,140 1,615,390 1,585,390 3,804,780

計画 2,200,000 0 0 0 0 0 0 0 100,000 550,000 800,000 450,000 300,000

実績 3,229,500 0 0 0 0 0 0 0 0 28,200 225,600 1,307,600 1,668,100

計画 3,456,238 235,860 1,005,951 449,598 159,860 164,098 159,860 286,497 162,860 313,598 167,860 181,098 169,098

実績 1,795,396 76,700 801,988 54,627 111,886 41,864 74,032 205,278 28,780 56,941 97,916 50,293 195,091

計画 3,456,238 235,860 1,005,951 449,598 159,860 164,098 159,860 286,497 162,860 313,598 167,860 181,098 169,098

実績 1,795,396 76,700 801,988 54,627 111,886 41,864 74,032 205,278 28,780 56,941 97,916 50,293 195,091
実績 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計画 56,551,485 4,552,421 4,552,421 4,597,419 4,552,420 4,552,420 5,341,425 4,707,640 4,707,639 4,752,638 4,707,638 4,707,640 4,819,764

実績 49,786,473 0 780,855 965,425 10,426,390 831,432 1,040,704 10,394,164 830,350 854,756 10,397,782 851,534 12,413,081

計画 1,828,620 152,385 152,385 152,385 152,385 152,385 152,385 152,385 152,385 152,385 152,385 152,385 152,385

実績 1,596,036 0 0 0 387,579 0 0 387,579 0 0 387,579 0 433,299

計画 37,151,642 3,095,971 3,095,971 3,095,970 3,095,970 3,095,970 3,095,970 3,095,970 3,095,970 3,095,970 3,095,970 3,095,970 3,095,970

実績 32,129,940 0 0 0 7,802,409 0 0 7,802,409 0 0 7,802,409 0 8,722,713

計画 6,417,331 534,778 534,778 534,778 534,778 534,778 534,778 534,778 534,777 534,777 534,777 534,777 534,777

実績 5,601,193 0 0 0 1,360,188 0 0 1,360,188 0 0 1,360,188 0 1,520,629

計画 9,751,150 664,453 664,453 709,452 664,453 664,453 1,453,458 819,673 819,673 864,672 819,672 819,672 787,066

実績 8,994,218 0 780,855 751,687 761,810 831,432 811,896 726,492 830,350 737,260 728,564 732,492 1,301,380

計画 1,402,742 104,834 104,834 104,834 104,834 104,834 104,834 104,834 104,834 104,834 104,834 104,836 249,566

実績 1,465,086 0 0 213,738 114,404 0 228,808 117,496 0 117,496 119,042 119,042 435,060

計画 12,108,181 913,489 1,051,429 1,062,263 922,898 922,756 1,181,345 969,448 1,000,203 1,057,348 998,365 974,491 1,054,146

実績 12,108,181 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12,108,181

計画 12,108,181 913,489 1,051,429 1,062,263 922,898 922,756 1,181,345 969,448 1,000,203 1,057,348 998,365 974,491 1,054,146

実績 12,108,181 12,108,181

計画 133,190,000 10,048,385 11,565,721 11,684,894 10,151,879 10,150,323 12,994,798 10,663,934 11,002,238 11,630,828 10,982,010 10,719,386 10,622,366

実績 133,145,742 2,293,563 5,782,465 6,777,808 15,052,910 7,184,919 7,114,468 15,953,757 6,409,634 8,392,852 15,442,993 7,032,019 35,708,354

計画 133,190,000 10,048,385 21,614,106 33,299,000 43,450,879 53,601,202 66,596,000 77,259,934 88,262,172 99,893,000 110,875,010 121,594,396 132,216,762
実績 133,145,742 2,293,563 8,076,028 14,853,836 29,906,746 37,091,665 44,206,133 60,159,890 66,569,524 74,962,376 90,405,369 97,437,388 133,145,742

計画 0 23,250,615 11,684,894 0 23,145,121 12,994,798 0 22,633,066 11,630,828 0 22,314,990 11,595,604 973,238
実績 44,258 31,005,437 25,222,972 18,445,164 36,689,254 29,504,335 22,389,867 39,733,110 33,323,476 24,930,624 42,784,631 35,752,612 44,258

支　出　計

支出累計

収支差額

共済費 普及活用補助員ほか

その他経費

仮払消費税 仮払消費税

職員給与 普及活用課職員ほか

共済費 理事長ほか

賃金 普及活用補助員ほか

役員報酬 理事長ほか

各種委託業務 清掃、空調機保守ほか

除排雪 除排雪

運営業務

施設利用ほか 複写機借上ほか

人件費

施設の維持等 電気料ほか

区　　　分 内　　　　　訳

管理経費

維持管理業務
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別表３

計画 実績 差引

負担金 指定管理業務負担金 121,081,819 121,081,819 0

その他収入 12,108,181 12,108,181 0

仮払消費税 12,108,181 12,108,181 0

133,190,000 133,190,000 0収　入　計

年間収支実績に関する内訳

収 入 の 部 （ 明 細 ）

区　　　分 内　　　　　訳
金額
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計画 実績 差引

事業費 7,016,847 7,723,771 706,924

調査研究事業 4,097,104 4,840,681 743,577

重要遺跡確認調査 測量調査ほか 2,811,763 4,011,591 1,199,828

埋蔵文化財の調査研究 資料収集ほか 530,259 266,067 ▲ 264,192

分析・鑑定保存処理 木製品・金属製品保存処理ほか 466,000 10,195 ▲ 455,805

研修会等 289,082 552,828 263,746

収蔵・保管事業 42,500 163,828 121,328

収蔵・保管 コンテナほか 42,500 163,828 121,328

普及・啓発事業 2,877,243 2,719,262 ▲ 157,981

収蔵資料展示公開 常設展示ほか 1,396,800 1,166,019 ▲ 230,781

資料の特別利用 資料の貸出等 63,000 0 ▲ 63,000

年報等の作成・配布 調査年報の作成ほか 510,000 758,100 248,100

講座等の開催 考古学教室の開催ほか 900,992 795,143 ▲ 105,849

協賛事業 教育関連事業共催 6,451 0 ▲ 6,451

管理経費 57,513,487 63,527,317 6,013,830

維持管理業務 54,057,249 61,731,921 7,674,672

施設の維持等 電気料ほか 29,787,249 35,408,741 5,621,492

各種委託業務 清掃、空調機保守ほか 22,070,000 23,093,680 1,023,680

除排雪 除排雪 2,200,000 3,229,500 1,029,500

 

運営業務 3,456,238 1,795,396 ▲ 1,660,842

施設利用ほか 複写機借上ほか 3,456,238 1,795,396 ▲ 1,660,842

0

0

人件費 56,551,485 49,786,473 ▲ 6,765,012

報酬 所長・副所長 1,828,620 1,596,036 ▲ 232,584

職員給与 普及活用課職員ほか 37,151,642 32,129,940 ▲ 5,021,702

共済費 所長・副所長ほか 6,417,331 5,601,193 ▲ 816,138

賃金 普及活用補助員ほか 9,751,150 8,994,218 ▲ 756,932

共済費 普及活用補助員ほか共済費 1,402,742 1,465,086 62,344

その他経費 12,108,181 12,108,181 0

仮払消費税 12,108,181 12,108,181 0

133,190,000 133,145,742 ▲ 44,258支　出　計

年間収支実績に関する内訳

支 出 の 部 （ 明 細 ）

区　　　分 内　　　　　訳
金額(円)
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　別紙４

　管理の目標に係る達成状況に関する事項

　管理の目標達成計画に対する実績（目標達成のための講ずべき措置等の実施状況、目標達成度の

評価結果、目標達成状況に関する説明等）

１ 　目標達成のため講ずべき措置等の実施状況

（1）目標に対する実績

達成目標 業績指標 実　　績

①調査研究 ・重要遺跡確認調査 １遺跡 〇浜頓別町クッチャロ湖畔の現地調査及

（遺跡内容の把握） び打ち合わせを行い、現況測量を実施し

重要遺跡調査報告書を刊行した。

・市町村埋蔵文化財担当 年２回 〇湧別町において出前研修会を実施。

　職員研修会等の実施 〇道立センターでの研修会は、令和７年

１２月１２日に実施した。

②利用の促進 ・公開展示（常設展） 通年１回 〇通年開催した。

　（常設展示利用） 模様替え年１回以上 ・企画展に合わせた６回を含め平均して

２ヶ月に１回程度の模様替えを実施。

・公開展示（企画展） 「北の縄文展」を 〇年４回開催した。

　（ホール・ロビー利用） 含み年２回

・利用者数 8,100人 〇10,449人の利用があった。

③普及啓発の ・講座等の開催 年１９回 〇年２２回実施した。

　推進 （一般講座５回 ・講演会　３回（報告会１回を含む）

　体験講座５回 ・考古学講座　５回

　出前講座７回 ・こども考古学教室　５回

　講演会２回） ・出前講座　９回

（ほかに講師派遣１０回）

④利用者満足度 ・利用者満足度の向上 80％以上 〇北海道教育委員会実施の調査結果では

　の向上 満足・やや満足が94.7％であった。

〇財団実施の満足度調査では満足・やや

満足が95.0％であった。また講座・講演

会で実施した結果は98.4％であった。

⑤地域住民等と ・地域住民や関係機関との 年１回以上 〇周辺施設と協働での事業を２回実施。

　の協働推進 　協働及び、住民、学校、 （かるちゃるnet事業２回）

　公立施設等の協働 〇文京台地区教育３施設で連携を取って

いる。

〇近隣教育機関等との連携講座（博物館

実習・体験学習・施設見学等）を計２４

回行った。
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(2) 取組の実施状況

　　ア　　調査事業

・　令和７年度の重要遺跡確認調査は、浜頓別町クッチャロ湖畔遺跡の調査及び測量を行った。

　浜頓別町クッチャロ湖畔遺跡は、クッチャロ湖に面する擦文時代の大規模な竪穴住居跡群であり、

　昭和４１年７月７日より北海道指定史跡である。４月に北海道教育庁生涯学習推進局文化財・

　博物館課、浜頓別町教育委員会と調査日程等について事前打ち合わせをし、５月にクッチャロ湖

　遺跡群については浜頓別町教育委員会と打ち合わせ及び現地調査を行った。１０月第１週に再度

　現地確認調調査、測量に係る規定点及び打設点等に確認と草刈りを行い、１０月２８日～３０日

　にかけて浜頓別町クッチャロ湖畔遺跡の現況測量調査を行った。

　１１月２８日に測量業務の完了検査を行い、成果物の確認をした。この成果物を基に、グリッド

　図等を作製し調査年報を刊行した。

・　埋蔵文化財に関する調査研究は、①保管遺物を対象とした化学的分析で主に材質分析を行うこ

　と、②保管遺物を活用した体験学習内容や方法を開発すること、この二つの課題を中心に

　保管出土品を活用した調査研究を実施した。

　①当センターで収蔵保管している滑石製遺物の産地同定を目標として、比較資料として採取した

　道内外の岩石試料に対し、鉱物ごとの化学組成値の測定を昨年度から継続しておこなっている。

　今年度も測定試料を増やし、分析精度の向上を目指した。使用機器は（JSM-IT200）である。

　②保管遺物を活用した体験学習については、こども考古学教室「縄文土器のヒミツを探れ！」に

　おいて、実際に縄文土器に触れる体験を行った。このような取り組みは展示室においても同様に

　行っており、土器の破片や貝輪などに触れられるような展示を試みている。このような展示方法

　は、来館者の多くに縄文時代の文化や背景・生活様式等を、より身近に直接感じ取ってもらえる

　ものであると考える。

・　市町村埋蔵文化財担当職員を対象とした埋蔵文化財担当職員研修会は、湧別町において出前

　研修会「廉価型機材を用いた文化財の記録とデータ利活用　-調査迅速化と高次化のために-」を

　実施した。また、北海道立埋蔵文化財センターにて埋蔵文化財担当職員研修会「埋蔵文化財発掘

　 　調査の現状と文化財デジタルデータの利活用について（Ⅲ）」を実施した。

　　イ　　利用の促進

・　所蔵資料等により、通年の常設展示並びに年４回の企画展を開催した。企画展の開催・終了

　に伴う６回の模様替えを含め、平均して２ヶ月に１回程度の模様替えを行った。

・　年間利用者数は10,449人で、目標指数8,100人を2,349人上回った。年間を通し、多くの方に

　来館いただいた。

・　年間行事予定、施設案内、展示案内、講演会等の各事業、縄文工房体験コーナー紹介等のリー

　フレット･パンフレット･ポスター･チラシ類を作製した。

・　野幌森林公園を散策しながらの利用を考え、かるちゃるnet構成施設に広報資料を設置した。

・　体験コーナーの利用者が来館者数の大きな比率を占めていることから、例年、個人や家族など

　で気軽に楽しく利用できるよう体験コーナーの充実、新規メニューの開発を行い、来館される方

　の満足度の向上を図っている。

・　一般向け、児童向けの主要蔵書目録をホームページ上に公開した。

・　団体見学利用申込書を定め、受付の簡略化を図った。

・　体験講座等の内容をホームページ上に公開するなどして情報の提供を行い、団体見学の際の

　イメージづくりや時間配分などの参考となるようにした。

・　各種広報紙や報道機関を積極的に活用するとともに、リーフレットやチラシの配布、ポスター

　の掲示などにより施設や講演会等事業の情報発信を行った。

・　外国人利用者への対応として、日本語と英語･中国語･韓国語･ロシア語･をそれぞれ併記した

　施設の概要案内４種のリーフレットを作製した。
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ウ 　普及・啓発事業

・　一般道民を対象とした講演会等を年３回、考古学講座を年５回、児童生徒対象の体験型講座

　こども考古学教室を年５回（以上、道民カレッジ連携）、児童生徒対象の市町村での体験型出

　前講座を年９回実施した。

・　関連施設等から寄せられる展示会･講座等の関連情報（ポスター･リーフレットなど）を速や

　かに館内掲示するなどして、来館者に情報提供を行った。

２　目標達成に関する説明等

(1) 調査研究事業

・　重要遺跡確認調査は、浜頓別町クッチャロ湖畔遺跡について計画通りの調査を行った。

・　埋蔵文化財に関する調査研究は、①保管遺物を対象とした化学的分析で主に材料分析を行う

　こと、②保管遺物を活用した体験学習内容や方法を開発すること、この二つの課題を中心に、

　保管出土品を活用した調査研究を実施した。

・　市町村埋蔵文化財担当職員を対象とした埋蔵文化財担当職員研修会は、湧別町において出前

　研修会、北海道立埋蔵文化財センターで埋蔵文化財担当職員研修会を実施した。

(2) 利用の促進

・　通年の常設展示並びに年４回の企画展を計画どおり開催した。

・　年間利用者数は10,449人で、目標指数8,100人を2,349人上回った。年間を通し、多くの方に

　来館いただいた。

(3) 普及・啓発事業

・　講演会及び調査報告会は、新型コロナウイルス感染症に係る道教委からの通知や国･道の設定

　する警戒ステージに基づき、定員減数措置を行ったうえで、計画通りの回数を実施した。

・　考古学講座５回の計画のうち５回実施した。

・　こども考古学教室は目標指標の５回を達成した。

・　市町村への出前講座は９回実施した。

　 ・　このほか、近隣市町村等からの講座等の要望に対しては講師派遣として対応し、１０回実施

　した。

３　目標達成度の評価結果

(1) 調査研究事業

・　重要遺跡調査について、調査計画など北海道教育委員会と適宜協議しながら行い、計画どお

　りの事業を達成できたと考える。

・　埋蔵文化財に関する調査研究は、①保管遺物を対象とした化学的分析で主に材質分析を行う

　こと、②保管遺物を活用した体験学習内容や方法を開発することの課題を中心に保管出土品を

　活用した調査研究を実施した。①では、分析精度の向上のため測定試料数を増やしてデータを

　蓄積し、②では、製作に必要な道具･技術･素材採取地の確認など多くの情報を取得して考古学

　講座に活かすことができたと考える。

・　市町村職員を対象とした研修会、北海道立埋蔵文化財センターでの研修会については、計画

　どおり実施した。

(2) 普及・啓発事業

・　各事業の回数については、管理の目標における事業指標は達成できておる、計画どおり事業

　を行うことができたのもと考える。来館者数に反映させるため、出前講座や講師派遣の際の

　学校施設での活用の働きかけや、館外での各種イベント参加など、多様な形で施設のＰＲと普

　及啓発を行っていくことが重要となる。

36



　別紙５

　その他教育委員会が必要と認める事項

１ 当該年度に甲が実施した満足度調査の結果及びこれに対する改善措置等の状況

（改善措置、次年度業務計画への反映等）

（1） 　調査結果（調査件数　76件）

　　ア　利用者の性別

 「男性」47.3％、「女性」52.7％である。前年度と比べると女性の割合が8.2％増え、女性

の利用者の比率が高くなった。

イ 年齢

　年齢構成比率は「70歳以上」24.0％（前年比9.6％減）、「60代」9.3％（同10.1％減）、

「50代」21.3％（同3.4％増）、「40代」8.0％（6.9％減）、「30代」18.7％（同7.5％増）、

「20代」2.7％（同1.4％増）、「10代以下」16.0％（同13.8％増）であり、「10代以下」と

「30代」の利用が飛躍的に伸びた。

ウ 職業

 「無職」16.0％（前年比18.1％減）、「会社員・公務員」33.3％（同4.5％増）、「その他」

9.3％（同3.6％減）、「学生」17.3％（同15.8％増）、「自営業」2.7％（同3.4％減）、主婦

21.3％（同4.6％増）である。前年度に比べ、「学生」の利用が飛躍的に伸びた。

エ 住所

 「道内」95.9％、「道外」4.1％であり、道内の利用者がほとんどである。講座･講演会への

参加者は道内在住者がほぼ100％である。

オ 施設を知った理由

 「インターネット」29.3％(前年比11.3％増)、「パンフレット・チラシ」15.2％(同20.8％減）、

「知人・友人の紹介」23.9(同8.4％増)、「広報誌」5.4％(同0.8％減)、「ＳＮＳ」10.9％（

4.7％減）、「ガイドブック」5.4％（同2.3％増）、「新聞・雑誌」2.2％（同0.9％減）、

「学校」1.1％（同0.5％減）である。前年度と同様に「インターネット」「ＳＮＳ」併せて、

39.4％と４割を占める。

カ 利用状況

 「年数回」が48.0％（前年比22.7％減）、「はじめて」38.7％（同21.4％増）、「月数回」

9.3％（同1.8％増）、「数年に１度」2.7％（同1.8％減）「週数回」1.3％（同1.3％増）である。

キ 利用目的

 「講座・講演会への参加」44.4％（前年比12.6％減）、展示品の観覧37.0％（同14.5％増）、

「その他」18.5％（同2.0％減）となっている。

ク 満足度

　総合的な満足度は、「満足」70.7％（前年比6.3％増）、やや満足24.0％（同2.5％減）で

併せて94.7％となっており前年比より3.8％増加している。
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（2） 改善措置等の状況

　　ア　　施設を知った理由について、「インターネット」の割合が一番高く、次いで「ＳＮＳ」

である。

　今年度はその中の一つである「ＳＮＳ」にて縄文工房が大きく取り上げられたため、来館者

数が一時飛躍的に伸び予想を大幅に上回る大反響であった。

　その改善案として、①夏休み冬休み等にのみ縄文工房の開催期間を設ける。②予定外の混雑

を避けるため一つ一つのメニューに個数制限を設ける。と変更することとした。

　この２点の制限をカバーするため、新メニューを増やすなどのリニューアルや体験コーナー

の内容のブラッシュアップを常に行い、限られた中でもより多くの来館者に縄文への興味を

を持ってもらい、縄文への理解を深めるような取組を継続し行っている。

　　イ　　施設自体の来館者の職業構成は、「会社員・公務員」が多く次いで「主婦」「学生」となっ

ている。大学の講義利用者以外にも、大学生や専門学校生などの若年層の利用が促されるよう

な働きかけが必要であると考える。

（3） 次年度業務計画への反映

　　ア　　年度当初や事業ごとに、道内主要博物館･美術館等、近隣の小･中学校、高校、大学、近隣の

公共施設･観光施設･商業施設などへパンフレット、行事予定、ポスター、チラシなどを送付･

配布しているが、昨年度同様に今年度もその効果が高く今後もその傾向は高いと予想される。

継続してパンフレット等を送付･配布し、周辺地域や来館者向けへの周知を図る。

イ 　ホームページで情報収集をする来館者も多いとみられることから、今後も内容をより充実し

ていく為、ホームページのリニューアルを行い、「見やすく･わかりやすく･人の目に止まる」

を意識し反映させたトップページに更新した。

ウ 　講演会･講座への参加が安定している。こども考古学教室についても、昨年度以上に興味を

持ってもらえる企画内容を、例年度の内容をさらにリニューアルし実施した。

次年度もさらなる来館者の獲得を目標に新たな企画内容を引き続き検討していく。

エ 　体験コーナーについては、児童デイサービス等の団体利用のほか、近隣小学校の親子レクリ

エーション、宿泊学習や修学旅行の際の見学等を含め順調な利用が見られる。

オ 　パンフレット･チラシの配布、財団での広報誌での紹介は今後も継続して行い、今年度のよ

うに地域の各情報メディアなどの取材依頼も含め、情報雑誌等への掲載なども積極的に行い、

、広報方法や周知内容をより充実させ、来館者の幅を広げていけるよう創意工夫していく。

２ 乙が自ら実施した利用者満足度調査の把握のための取組の実績、苦情･意見等の内容及び対応の

概要（改善措置、次年度業務計画への反映等）

（1） 　満足度調査の結果

　　ア　　来館者（展示、体験、施設見学）

・性別

　女性が64.9％、「男性」が35.1％である。

・満年齢

 「～12」が44.1％、「25～44」が26.1％、「45～64」が18.9％、「75～」が3.6％、「13～15」

「65～74」がそれぞれ2.7％、「16～18」「19～24」がそれぞれ0.9％である。
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・職業等

　「小学生」が43.6％、「会社員･公務員･団体職員」が4.5％、「その他」が14.5％、「無職」

が10.9％、「中学生」が4.5％、「自営業」が2.7％、「高校生」「専門学校生・大学生・院生」

が0.9％である。

・居住地

　「道内」が89.2％、「道外」が10.8％で、「道内」のうち「札幌」が45.5％、「江別」が

38.4%、「千歳」が4.0％、「恵庭」が3％、「北広島」「苫小牧」「旭川」がそれぞれ2.0％、

「岩見沢」「富良野」「倶知安」はそれぞれ0.1％。「道外」は「埼玉」、「東京」などである。

・催し内容、展示品の満足度

　「満足」85.3％、「やや満足」9.8％で合わせて95.1％である。

・施設の利用

　「初めて」が58.2％、「年に数回」が22.7％で合わせて80.9％を占める。次いで「月に数回」

が10.0％、「数年に一度」が9.1％である。

・情報源

　「インターネット」33.6％と全体の三割を占め、次に「家族・知人の紹介」が多く27.0％

である。

・利用目的

　「体験学習」が46.2％、「展示の閲覧」が42.8％、「休憩」5.5％、「図書閲覧」が3.4％、

、「その他」が2.1％である。体験学習がおおよそ半分を占めている。

イ 　講演会･講座（講演会１回、考古学講座３回の計４回の総平均）

・性別

　「男性」が75.3％、「女性」が24.7％である。

・年齢

　「65～74」が44.5％、「45～64」が30.9％、「75～」が20.8％、合わせて96.2％を占める。

・居住地

　全て「道内」であり、「札幌」･「江別市内」が83.5％（４回の平均）、そのほか、「恵庭」、

「千歳」、「北広島」「苫小牧」「深川」からの来館がある。

・講座等を知った方法

　実施回によって差が見られるが、「パンフレット」が総平均45.6％（38.7％～50.0％）と

全体で５割弱、パンフレット配布による広報の効果が大いにあったと考える。

また「インターネット」が総平均26.3％（25.3％～29.5％）と全体で２割を超える。

　「広報誌」は総平均7.8％（4.5％～10.7％）、「家族･知人の紹介」は総平均7.8％（3.0％～

11.4％）、「道民カレッジ連携講座」は総平均7.1％（5.1％～9.1％）、「新聞･雑誌」は

総平均2.1％（0.0％～3.0％）「テレビ･ラジオ」は0.4％（0.0％～1.5％）である。

・内容満足度

　各回とも「満足」･「やや満足」が９割を占め、「やや不満」･「不満」は合わせても最高で

0.4％以下に留まった。

・満足度の理由

　実施回によって大きく差がみられる。「興味がわいた」が総平均87.2％（83.1％～94.0％）、

「より専門的に」は総平均が9.4％（6.0％～12.7％）、「もっと一般的に」が総平均3.0％
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（0.0％～4.6％）、「難解だ」が総平均0.4％（0.0％～1.5％）となっており、参加者の中

には難しいと感じる回もあった。専門的情報を掘り下げながらも、初心者や考古学に興味

を持ち始めた層に向けてはわかりやすく、また上級者の層には講義内容を充実させるような

講義内容を常に模索していく必要がある。

専門性の高い分野であるからこそ、多角的な視点から発信していくことこそが今後の課題と考

える。

（2） 　改善措置等の状況

・アンケートについては、来館者は111名から、講演会･講座は４講座併せて計239名から回答

いただいた。特に後者に関しては、アンケート回収率が89.8％と大変良好であった。

・展示物への評価は好評であり、子供向けのスタンプ手帳やシールラリー、持ち帰り体験キ

ット等の企画も高い評価を得ている。今年度は、縄文体験工房が各ＳＮＳ等で取り上げられ、

予想を遥かに超える大盛況だったため、一時期多くの来館者が集中してしまった。そのため

全ての来館者に体験していただけることが難しくなり、小学校の長期休みに併せて期間限定の

開催を余儀なくされた。それにより来館者数に減少が見られたが、より縄文に興味を持っても

らえるような体験型の展示など、今までとは趣向の違う展示方法や内容等を試行錯誤しなが

ら行った。今後もより多くの人に興味をもっていただけるような展示内容や体験内容のブラッ

シュアップ、また現状に甘んじることなく新しい取り組みへの挑戦も継続し行っていきたい。

（3） 　次年度業務計画への反映

・今年度は親子向けの遊べるスポットとしてＳＮＳ等で取り上げられ紹介されたことにより、

春休み頃から親子連れの来館者が増えその反響は予想を遥かに超えるものであった。

改めて昨今の情報取集の主流となっているのはスマートフォン等のデジタル機器であり、多大

な影響力を持っていることを再認識した。一方、当センターでは紙媒体での集客力は衰えては

いないが、当センターの存在を知らない層、特に情報収集をデジタル機器で行う若年層（10代

後半から20代全般）には紙媒体からの認知はされていない可能性が高いと考える。

　当センターからの情報発信はホームページのみでセンター直接のＳＮＳでの情報発信はして

いないが、来館者のＳＮＳでの情報発信の中には来館者や当センターの職員の顔などの映り込

み等が見受けられることもあり、今後は改めて情報発信についてのお願いやルールを来館者の

方に周知していくことも併せて考える必要がある。

・なぜ埋蔵文化財を発掘・保護・保存し、後世に遺す必要があるのか、その意義を知ってもら

い理解を深めてもらうためには、発掘調査側の立ち位置からだけではなく多方面からのアプロ

ーチが必要不可欠であると考える。

　当センターを利用される方々に埋蔵文化財に興味を持っていただき、より多くの方々に埋蔵

文化財の発掘・保護・保存・保管することについての理解や共感をしていただけるよう、その

第一歩となるような、施設の管理運営及び普及啓発事業を健全に執り行っていくことこそが、

当センターの存在意義の主たるものであると考え、今後も創意工夫を重ね新しい催しや取組み

に邁進していきたい。

３ 苦情・意見等

・令和７年度において苦情はなかったが、昨年同様、飲み物の自動販売機設置を望む声が

多くあった。
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